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(57)【要約】
【課題】基材上に安定したマーキングを付与する発光性
トナー組成物、システム、および方法を提供する。
【解決手段】基材上のイメージインディシアの発光性イ
メージ成分を生成するための発光性トナー組成物。発光
性トナー組成物は、フォトルミネッセンス剤、電荷制御
剤、および１つまたは複数の添加剤を含み、トナー組成
物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷される
ときにトナー組成物が安定したスペクトル特性を有する
ように、それぞれ、選択され、トナー組成物中に一定量
存在する。一実施形態では、励起エネルギーの照射に対
して基材上に印刷されるイメージ成分の発光スペクトル
は、フォトルミネッセンス剤の１つまたは複数の発光ピ
ークに対応する主発光ピークのみを含む。他の実施形態
では、イメージ成分は、約２５以上のフォトルミネッセ
ンストナー安定係数を有する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するための発光性トナー組
成物であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波
長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起エ
ネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセ
ンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する前記第１の発光スペクトル領域内の
主発光ピークのみを含むように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在する発光性
トナー組成物。
【請求項２】
　前記第１の発光スペクトル領域は、可視スペクトル領域、赤外線スペクトル領域、紫外
線スペクトル領域、およびこれらの任意の組合せからなる群から選択されたスペクトル領
域である請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項３】
　前記第１の発光スペクトル領域は、可視スペクトル領域である請求項１に記載のトナー
組成物。
【請求項４】
　前記第１の発光スペクトル領域は、紫外線スペクトル領域である請求項１に記載のトナ
ー組成物。
【請求項５】
　前記第１の発光スペクトル領域は、赤外線スペクトル領域である請求項１に記載のトナ
ー組成物。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の発光ピークは、単一主発光ピークのみを含む請求項１に記載のト
ナー組成物。
【請求項７】
　前記フォトルミネッセンス剤は、可視光を照射されたときに可視スペクトルの光を放射
しない請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項８】
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記イメージ成分
が反射性可視となるように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在する請求項１に
記載のトナー組成物。
【請求項９】
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記イメージ成分
が反射性不可視となるように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在する請求項１
に記載のトナー組成物。
【請求項１０】
　前記フォトルミネッセンス剤は、ベンゾオキサゾールを含む請求項９に記載のトナー組
成物。
【請求項１１】
　前記フォトルミネッセンス剤は、ベンゾチアゾールを含む請求項９に記載のトナー組成
物。
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【請求項１２】
　前記電荷制御剤は、可視光を照射されたときに可視スペクトルの光を放射しない請求項
１に記載のトナー組成物。
【請求項１３】
　前記電荷制御剤は、電荷制御有効量だけ存在し、前記電荷制御有効量中の前記電荷制御
剤は、反射性不可視である請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１４】
　前記電荷制御剤は、可視光を照射されたときに可視スペクトル内の光を放射せず、前記
第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領域内の光を放射し
ないカリックスアレーン化合物と、可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光
を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領
域内の光を放射しない修飾層状ケイ酸塩と、可視光を照射されたときに前記可視スペクト
ル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペ
クトル領域内の光を放射しない疎水性修飾金属酸化物とからなる群から選択された電荷制
御剤を含む請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１５】
　前記電荷制御剤は、可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、
前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射しないカ
リックスアレーン化合物を含む請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数の添加剤は、ポリスチレンアクリル酸ブチル結合剤を含む請求項１
に記載のトナー組成物。
【請求項１７】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約２５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載
のトナー組成物。
【請求項１８】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約３５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載
のトナー組成物。
【請求項１９】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約４０以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載
のトナー組成物。
【請求項２０】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載
のトナー組成物。
【請求項２１】
　基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するための発光性トナー組
成物であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する発
光波長の中心にある、光を放射する、ベンゾチアゾールおよび／またはベンゾオキサゾー
ルを含むフォトルミネッセンス剤と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起エ
ネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセ
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ンス剤の前記１つまたは複数の主発光ピークに対応する前記第１の発光スペクトル領域内
の主発光ピークのみを含むように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在する発光
性トナー組成物。
【請求項２２】
　基材上に、イメージインディシアを表す複数のイメージ成分を含むフルカラーの発光性
イメージを形成するためのシステムであって、
　複数のカラートナー組成物を備え、前記複数のカラートナー組成物のそれぞれは
　　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまた
は複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する
発光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　　電荷制御剤と、
　　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起エ
ネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセ
ンス剤の前記１つまたは複数の主発光極大に対応する前記第１の発光スペクトル領域内の
主発光ピークのみを含むように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在するシステ
ム。
【請求項２３】
　前記複数のイメージ成分は、人間の肉眼には茶色に見える発光スペクトルを生成するよ
うに前記基材上の前記発光性イメージの少なくとも一部において組合せ可能である請求項
２１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記茶色は、約（１５０，７５，０）のＲＧＢ色空間を有する請求項２３に記載のシス
テム。
【請求項２５】
　前記茶色は、約（１６４，８４，３０）のＲＧＢ色空間を有する請求項２３に記載のシ
ステム。
【請求項２６】
　さらに、基材上に発光性黒色イメージ成分を生成するように印刷されたときに、前記第
１の励起エネルギーの照射に対する前記発光性黒色イメージ成分の発光スペクトルは前記
第１の発光スペクトル領域内に主発光ピークを含まない発光性黒色トナー組成物を含む請
求項２１に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記発光性黒色トナー組成物は、
　前記第１の励起エネルギーを照射されたときに、前記第１の励起エネルギーを吸収し、
前記第１の発光スペクトル領域内のエネルギーの放射を行わない発光性黒色物質と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含む請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記発光性黒色物質、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記発光性黒色
トナー組成物が基材上に発光性黒色イメージ成分を生成するように印刷されるときに前記
発光性黒色イメージ成分が反射性可視となるように、選択され、前記発光性黒色トナー組
成物中に一定量存在する請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記発光性黒色物質、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記発光性黒色
トナー組成物が基材上に発光性黒色イメージ成分を生成するように印刷されるときに前記
発光性黒色イメージ成分が反射性不可視となるように、選択され、前記発光性黒色トナー
組成物中に一定量存在する請求項２７に記載のシステム。
【請求項３０】
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　前記発光性黒色トナー組成物は、
　前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領域内で実質
的に発光を有しない電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記発光性黒色トナー組成物は、発光性黒色物質または他の顔料を含まない請求項２６
に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記複数のカラートナー組成物は、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第１の不可視励起波
長の光を照射されたときに第１の発光波長の第１の主発光ピークを有する光を放射する第
１の不可視発光性有効量の第１のフォトルミネッセンス剤および第１の発光性不可視電荷
制御剤を有する第１のカラートナーと、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第２の不可視励起波
長の光を照射されたときに第２の発光波長の第２の主発光ピークを有する光を放射する第
２の不可視発光性有効量の第２のフォトルミネッセンス剤および第２の発光性不可視電荷
制御剤を有する第２のカラートナーと、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第３の不可視励起波
長の光を照射されたときに第３の発光波長の第３の主発光ピークを有する光を放射する第
３の不可視発光性有効量の第３のフォトルミネッセンス剤および第３の発光性不可視電荷
制御剤を有する第３のカラートナーとを含む請求項２１に記載のシステム。
【請求項３２】
　基材上にフルカラーの発光性イメージを形成するためのシステムであって、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第１の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第１の不可
視発光性有効量の第１のフォトルミネッセンス剤および第１の発光性不可視電荷制御剤を
有する第１のカラートナーと、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第２の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第２の不可
視発光性有効量の第２のフォトルミネッセンス剤および第２の発光性不可視電荷制御剤を
有する第２のカラートナーと、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第３の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第３の不可
視発光性有効量の第３のフォトルミネッセンス剤および第３の発光性不可視電荷制御剤を
有する第３のカラートナーとを備え、
　前記第１、第２、および第３のトナーはそれぞれ、前記基材上に印刷されるときに前記
フルカラーイメージのイメージ成分を生成し、前記第１の不可視励起波長の照射に対する
前記第１のトナーの前記イメージ成分に対応する前記発光スペクトルは前記第１のフォト
ルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピークのみを含み
、前記第２の不可視励起波長の照射に対する前記第２のトナーの前記イメージ成分に対応
する前記発光スペクトルは前記第１のフォトルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発
光ピークに対応する主発光ピークのみを含み、前記第３の不可視励起波長の照射に対する
前記第３のトナーの前記イメージ成分に対応する前記発光スペクトルは前記第１のフォト
ルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピークのみを含む
システム。
【請求項３３】
　前記第１、第２、および第３の不可視励起波長は、同じ波長である請求項３２に記載の
システム。
【請求項３４】
　認証、情報、または装飾のためにイメージインディシアで物品をマークする方法であっ
て、
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　複数のカラートナー組成物を提供するステップであって、前記複数のカラートナー組成
物のそれぞれは
　　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまた
は複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光
波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　　電荷制御剤と、
　　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記
トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起
エネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッ
センス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する前記第１の発光スペクトル領域内
の主発光ピークのみを含むように、選択され、前記トナー組成物中に一定量存在する、ス
テップと、
　基材上に前記イメージインディシアの少なくとも一部を構成する複数のイメージ成分を
印刷するステップとを含む方法。
【請求項３５】
　認証、情報、または装飾のためにイメージインディシアで物品をマークするために発光
性トナー組成物を生成する方法であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する発
光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤を選択するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤と化学的に親和性があり、可視光を照射されたときに前記
可視スペクトル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第
１の発光スペクトル領域内の光を放射しない電荷制御剤を選択するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤および前記電荷制御剤と親和性があり、可視光を照射され
たときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射された
ときに前記第１の発光スペクトル領域内の光を放射しない１つまたは複数の添加剤を選択
するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤を組み合わ
せて、基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記第１の励起エネルギ
ーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセンス剤
の前記１つまたは複数の主発光ピークに対応する主発光ピークのみを含むような発光性ト
ナー組成物を形成するステップとを含む方法。
【請求項３６】
　基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するための発光性トナー組
成物であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波
長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は前記トナ
ー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記イメージ成分が
約２５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有するように、選択され、前記トナ
ー組成物中に一定量存在する発光性トナー組成物。
【請求項３７】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約３５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項３６に記
載のトナー組成物。
【請求項３８】
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　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約４０以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項３６に記
載のトナー組成物。
【請求項３９】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は約４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項３６に記
載のトナー組成物。
【請求項４０】
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
【数１】

に従って計算される請求項３６に記載のトナー組成物。
【請求項４１】
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
　　ＰＴＳＦ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
に従って計算され、
ただし、ＰＴＳＦは、前記フォトルミネッセンストナー安定係数であり、ＡＬＦ－ＸＥは
、前記イメージ成分が５０℃の温度で前記キセノンアーク露光から２５．４０ｃｍ（１０
インチ）離した、３４０ｎｍ、０．３５Ｗ／ｍ２の７日間キセノンアーク露光の３日目か
ら７日目までの前記イメージ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＡＬＦ－Ｑ
ＵＶは、ＱＵＶ露光条件に前記イメージ成分を曝す３日目から７日目までの前記イメージ
成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＣＰは、前記キセノンアーク露光および
前記ＱＵＶ露光の前に前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記イメージ成分に
対する発光スペクトルの望ましいスペクトル領域内の主発光ピークの数である請求項３６
に記載のトナー組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている、２００７年８月２１日
出願の「Ｓｔａｂｌｅ　Ｅｍｉｓｓｉｖｅ　Ｔｏｎｅｒ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｆｏ
ｒ　Ｍａｒｋｉｎｇ　ａｎｄ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ」という名称の米国仮特許
出願第６０／９５７，１６１号の優先権の利益を主張するものである。
【０００２】
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている、２００４年４月５日出
願の「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｉｎｖｉ
ｓｉｂｌｙ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｉｍａｇｅｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ」という名称の米国出願
第１０／８１８，０５８号に関係する。
【０００３】
　本発明は、全体として、文書および他の物品のマーキングおよび認証の分野に関係する
。特に、本発明は、マーキングおよび認証用の安定した発光性トナー組成物を対象とする
。
【背景技術】
【０００４】
　典型的には、基材上の印刷は、例えば、インクジェットプリンタまたはレーザープリン
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タをそれぞれ使用して反射インクおよび／またはトナーを用いて実行される。トナーシス
テムでは、基材上に印刷されるトナーによる１つまたは複数の波長の光の反射によって反
射色が生成される。さまざまな反射色を生成するために多色反射トナーが量を違えて基材
に塗布されうる。反射される色は、基材上のトナーが吸収するか、または他の何らかの形
でトナー上に入射する光から減算する電磁エネルギー（つまり、光）によって決定される
。反射色印刷で一般的に使用される減法混色の原色は、シアン、黄色、およびマゼンタで
ある。このような印刷システムは、ＣＹＭＫモデルと称される。成分Ｃ、Ｙ、およびＭの
反射トナー組成物を使用した印刷では、シアン、黄色、およびマゼンタ以外の色相の色は
、基材上で減法混色の原色を量を違えて組み合わせてそれぞれの原色の吸収を組み合わせ
ることによって生成されうる。吸収されない入射光は反射され、特定の色の反射光を生成
する。例えば、反射シアントナー組成物は、特定の波長の入射可視光を吸収し、シアン色
に対応する波長を有する吸収されない残りの可視光を反射する。他の例では、反射黄色ト
ナー組成物は、特定の波長の入射可視光を吸収し、黄色に対応する波長を有する吸収され
ない残りの可視光を反射する。反射黄色トナーと反射シアントナーの減法吸収を組み合わ
せることで、緑色に対応する波長を有する反射光を生成することができる。印刷における
色（例えば、インク、トナー）の組合せは、限定はしないが、ストカスティックスクリー
ニング、従来のラインスクリーニング、ハーフトーニング、ディザリング、ピクセレーシ
ョン、およびこれらの任意の組合せを含む、さまざまな知られているプロセスによって形
成できる。
【０００５】
　シアン、黄色、およびマゼンタの反射トナー組成物を使用する反射印刷では、実質的に
すべての可視波長を吸収し、黒色を反射するように、Ｃ、Ｙ、およびＭイメージ成分が組
み合わされうる。その代わりに、ＣＹＭＫモデル（「Ｋ」は「キー」を表す）は、印刷時
に反射黒色を生成するためのキーとして第４の反射黒色トナー組成物を含むことができる
。
【０００６】
　もう１つのカラーモデルである、ＲＧＢモデルは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青
色（Ｂ）の加法性に基づき、これから多くの色および色相が生成されうる。ＣＹＭＫおよ
びＲＧＢモデルは、従来の反射印刷における知られているプロセスによって相互に関連付
けられている（例えば、ソフトウェア相関および／または変換を使用するデジタルコンピ
ュータの印刷プロセスにおいて）。
【発明の概要】
【０００７】
　一実施形態では、基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するため
の発光性トナー組成物が形成される。この組成物は、第１の励起エネルギーを照射された
ときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つまたは複数の発光ピークを有し、前記１つ
または複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波長の中心にある、光を放射するフォ
トルミネッセンス剤と、電荷制御剤と、１つまたは複数の添加剤とを含み、前記フォトル
ミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、トナー組成物が基材上
にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記第１の励起エネルギーの照射に対
するイメージ成分の発光スペクトルが前記フォトルミネッセンス剤の前記１つまたは複数
の発光ピークに対応する前記望ましい発光スペクトル領域内の主発光ピークのみを含むよ
うに、選択され、トナー組成物中に一定量存在する。
【０００８】
　他の実施形態では、基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するた
めの発光性トナー組成物が形成される。この組成物は、第１の励起エネルギーを照射され
たときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つまたは複数の主発光ピークを有し、前記
１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する発光波長の中心にある、光を放射す
る、ベンゾチアゾールおよび／またはベンゾオキサゾールを含むフォトルミネッセンス剤
と、電荷制御剤と、１つまたは複数の添加剤とを含み、前記フォトルミネッセンス剤、電
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荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、トナー組成物が基材上にイメージ成分を生
成するように印刷されたときに前記第１の励起エネルギーの照射に対するイメージ成分の
発光スペクトルが前記フォトルミネッセンス剤の１つまたは複数の主発光ピークに対応す
る前記望ましい発光スペクトル領域内の主発光ピークのみを含むように、選択され、トナ
ー組成物中に一定量存在する。
【０００９】
　さらに他の実施形態では、基材上にフルカラーの発光性イメージを形成するためのシス
テムが実現され、このイメージはイメージインディシアを表す複数のイメージ成分を含む
。システムは、複数のカラートナー組成物を備え、前記複数のカラートナー組成物のそれ
ぞれは第１の励起エネルギーを照射されたときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つ
または複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応
する発光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、電荷制御剤と、１
つまたは複数の添加剤とを含み、前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つ
または複数の添加剤は、トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷され
たときに前記第１の励起エネルギーの照射に対するイメージ成分の発光スペクトルが前記
フォトルミネッセンス剤の１つまたは複数の主発光極大に対応する前記望ましい発光スペ
クトル領域内の主発光ピークのみを含むように、選択され、トナー組成物中に一定量存在
する。
【００１０】
　さらに他の実施形態では、基材上にフルカラーの発光性イメージを形成するためのシス
テムが実現される。システムは、可視光を照射されたときに可視スペクトル内の光を放射
せず、第１の不可視励起波長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有す
る光を放射する第１の不可視発光性有効量の第１のフォトルミネッセンス剤および第１の
発光性不可視電荷制御剤を有する第１のカラートナーと、可視光を照射されたときに可視
スペクトル内の光を放射せず、第２の不可視励起波長の光を照射されたときに１つまたは
複数の発光ピークを有する光を放射する第２の不可視発光性有効量の第２のフォトルミネ
ッセンス剤および第２の発光性不可視電荷制御剤を有する第２のカラートナーと、可視光
を照射されたときに可視スペクトル内の光を放射せず、第３の不可視励起波長の光を照射
されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第３の不可視発光性有効
量の第３のフォトルミネッセンス剤および第３の発光性不可視電荷制御剤を有する第３の
カラートナーとを含み、第１、第２、および第３のトナーはそれぞれ基材上に印刷された
ときにフルカラーイメージのイメージ成分を生成し、前記第１の不可視励起波長の照射に
対する前記第１のトナーのイメージ成分に対応する発光スペクトルは第１のフォトルミネ
ッセンス剤の１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピークのみを含み、前記第２
の不可視励起波長の照射に対する前記第２のトナーのイメージ成分に対応する発光スペク
トルは第１のフォトルミネッセンス剤の１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピ
ークのみを含み、前記第３の不可視励起波長の照射に対する前記第３のトナーのイメージ
成分に対応する発光スペクトルは第１のフォトルミネッセンス剤の１つまたは複数の発光
ピークに対応する主発光ピークのみを含む。
【００１１】
　さらに他の実施形態では、認証、情報、および／または装飾のためにイメージインディ
シアで物品をマークする方法が提供される。この方法は、複数のカラートナー組成物を供
給するステップであって、複数のカラートナー組成物のそれぞれが第１の励起エネルギー
を照射されたときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つまたは複数の発光ピークを有
し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波長の中心にある、光を
放射するフォトルミネッセンス剤と、電荷制御剤と、１つまたは複数の添加剤とを含み、
前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、トナー組
成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記第１の励起エネルギ
ーの照射に対するイメージ成分の発光スペクトルが前記フォトルミネッセンス剤の前記１
つまたは複数の発光ピークに対応する前記望ましい発光スペクトル領域内の主発光ピーク
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のみを含むように、選択され、トナー組成物中に一定量存在する、ステップと、基材上に
イメージインディシアの少なくとも一部を構成する複数のイメージ成分を印刷するステッ
プとを含む。
【００１２】
　他の実施形態では、認証、情報、および／または装飾のためにイメージインディシアで
物品をマークするために発光性トナー組成物を生成する方法が提供される。この方法は、
第１の励起エネルギーを照射されたときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する発
光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤を選択するステップと、フォ
トルミネッセンス剤と化学的に親和性があり、可視光を照射されたときに可視スペクトル
内の光を放射せず、第１の励起エネルギーを照射されたときに望ましい発光スペクトル領
域内の光を放射しない電荷制御剤を選択するステップと、フォトルミネッセンス剤および
電荷制御剤と親和性があり、可視光を照射されたときに可視スペクトル内の光を放射せず
、第１の励起エネルギーを照射されたときに望ましい発光スペクトル領域内の光を放射し
ない１つまたは複数の添加剤を選択するステップと、フォトルミネッセンス剤、電荷制御
剤、および１つまたは複数の添加剤を組み合わせて、基材上にイメージ成分を生成するよ
うに印刷されたときに前記第１の励起エネルギーの照射に対するイメージ成分の発光スペ
クトルがフォトルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の主発光ピークに対応する主発光
ピークのみを含むような発光性トナー組成物を形成するステップとを含む。
【００１３】
　さらに他の実施形態では、基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成
するための発光性トナー組成物が形成される。この組成物は、第１の励起エネルギーを照
射されたときに、望ましい発光スペクトル領域内に１つまたは複数の発光ピークを有し、
前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波長の中心にある、光を放射
するフォトルミネッセンス剤と、電荷制御剤と、１つまたは複数の添加剤とを含み、前記
フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、トナー組成物
が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときにイメージ成分が約２５以上の
フォトルミネッセンストナー安定係数を有するように選択されてトナー組成物中に一定量
存在する。
【００１４】
　図面は、本発明を例示することを目的として、本発明の１つまたは複数の実施形態の態
様を示す。しかし、本発明は、図面に示されている正確な配列構成および手段に限定され
ないことは理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来のＣＩＥ　１９３１色度図の一例を示す図である。
【図２】例示的なフォトルミネッセンス剤の発光スペクトルの一例を示す図である。
【図３】他の例示的なフォトルミネッセンス剤の発光スペクトルの一例を示す図である。
【図４】例示的なフルカラー可視色空間の一図例である。
【図５】他の例示的なフルカラー可視色空間の図例である。
【図６】例示的な印刷された従来技術のトナー組成物の非曝露部分に対する例示的な発光
スペクトルを示す図である。
【図７】図６の例示的な印刷された従来技術のトナー組成物の曝露部分に対する例示的な
発光スペクトルを示す図である。
【図８】基材上に印刷された安定した発光性トナー組成物の一実装の非曝露部分に対する
例示的な発光スペクトルを示す図である。
【図９】図８の例示的な印刷されたトナー組成物の曝露部分に対する例示的な発光スペク
トルを示す図である。
【図１０】他の例示的な印刷された従来技術のトナー組成物の非曝露部分に対する例示的
な発光スペクトルを示す図である。
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【図１１】図１０の例示的な印刷された従来技術のトナー組成物の曝露部分に対する例示
的な発光スペクトルを示す図である。
【図１２】基材上に印刷された安定した発光性トナー組成物の他の実装の非曝露部分に対
する例示的な発光スペクトルを示す図である。
【図１３】図１２の例示的な印刷されたトナー組成物の曝露部分に対する例示的な発光ス
ペクトルを示す図である。
【図１４】ピレンに対する１つの例示的な３Ｄスペクトルスキャンを示す図である。
【図１５】ピレンに対する他の例示的な３Ｄスペクトルスキャンを示す図である。
【図１６】例示的な印刷された従来技術のトナー組成物に対する１つの例示的な３Ｄスペ
クトルスキャンを示す図である。
【図１７】例示的な印刷された従来技術のトナー組成物に対する他の例示的な３Ｄスペク
トルスキャンを示す図である。
【図１８】例示的な印刷された従来技術のトナー組成物に対するさらに他の例示的な３Ｄ
スペクトルスキャンを示す図である。
【図１９】例示的な印刷された従来技術のトナー組成物に対するさらに他の例示的な３Ｄ
スペクトルスキャンを示す図である。
【図２０】例示的な印刷された安定した発光性トナー組成物に対する１つの例示的な３Ｄ
スペクトルスキャンを示す図である。
【図２１】例示的な印刷された安定した発光性トナー組成物に対する他の例示的な３Ｄス
ペクトルスキャンを示す図である。
【図２２】例示的な印刷された安定した発光性トナー組成物に対するさらに他の例示的な
３Ｄスペクトルスキャンを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本明細書では、基材上に安定したマーキングを付与する発光性トナー組成物、システム
、および方法が説明される。例示的な一態様では、安定した発光性トナーを使用すること
で、反射するのではなく１つまたは複数の波長のエネルギーを放射するイメージ成分を基
材上に印刷することができる。複数のイメージ成分を組み合わせることで、放射されるエ
ネルギーによって生成される多色（例えば、フルカラー）イメージが形成されうる。
【００１７】
　発光性印刷は、反射性印刷と大きく異なる。重要な違いの１つは、発光性印刷は、化合
物（例えば、発光性トナー組成物中の化合物）からの電磁エネルギーの放射を伴うことで
ある。この放射は、化合物がより高い電子のエネルギー状態（例えば、エネルギーで化合
物を照射することで開始する）からより低い電子のエネルギー状態に変化することにより
引き起こされる。このような放射は、フォトルミネッセンスと称することができる。フォ
トルミネッセンスは、化合物が光子（電磁放射線）を吸収して、より高い電子のエネルギ
ー状態に跳躍し、次いで、光子を放出して返し、より低いエネルギー状態に戻るプロセス
である。フォトルミネッセンスの例としては、限定はしないが、共鳴放射、蛍光発光、リ
ン光発光、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。一例では、発光性トナー組成物は
、蛍光発光を含むルミネッセンスを有することができる。他の例では、発光性トナー組成
物は、リン光発光を含むルミネッセンスを有することができる。
【００１８】
　発光性トナー組成物によって放射されるエネルギーは、１つまたは複数の波長で発生し
うる。以下でさらに説明されるように、放射されるエネルギーは、１つまたは複数のスペ
クトル領域内で生じうる。反射性印刷技術とは異なり、発光性トナー組成物では、発光性
トナーに入射したエネルギーと異なる波長および／またはスペクトル領域内のエネルギー
を放射することができる。例えば、可視イメージは、周囲環境内に可視光が存在していな
くても基材上に印刷された１つまたは複数の発光性トナー組成物から形成されうる。
【００１９】
　一実装では、発光性トナー組成物は、励起エネルギーを照射した後に１つまたは複数の
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波長を有するエネルギーを放射する１つまたは複数のフォトルミネッセンス化合物、電荷
制御剤、および１つまたは複数の添加剤を含む。発光性トナー組成物の成分を適切に選択
することによって、本明細書でさらに説明されるような高水準の安定性を有するトナー組
成物を形成することが可能である。反射性トナー組成物およびこれに関連する問題点は、
発光性トナー組成物およびその要求条件と互換性はない。発光性トナー組成物の成分の適
切な選択とそれぞれの成分の量は、その結果得られる発光性イメージ成分の安定性に影響
を及ぼすことが判明している。インクジェットシステムも、複雑な物理的および化学的要
求条件およびインクジェット概念と相容れない要求物を有するトナーベースのシステムと
大きく異なる。発光性インクジェットシステムの一例は、参照によりその全体が本明細書
に組み込まれているＣｏｙｌｅらの米国特許出願第１０／８１８，０５８号で開示されて
いる。本開示による発光性トナー組成物の例では、そのような複雑な要件条件および要求
物の例を取りあげる。例示的な一態様では、発光性トナー組成物を用いると安定性が向上
する。出願人が知る限りにおいて、このような発光性トナー組成物は、基材上にイメージ
成分を形成するために使用され、複数のこのような発光性トナー組成物は、これまで従来
技術のトナーシステムでは可能でなかった色および／または安定性の特性を有するフルカ
ラーイメージを基材上に形成するために使用できる。
【００２０】
　図１は、表１にまとめられているような色相のいくつかの通常の名称で一般的に識別さ
れる近似的な色空間領域を例示する従来のＣＩＥ　１９３１色度図の一例を示している。
表１は、それぞれの色相指定およびそれぞれの色相に対応する参照番号を示している。図
１は、Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｌ．Ｋｅｌｌｙによる論文「Ｃｏｌｏｒ　Ｄｅｓｉｇｎａｔｉｏ
ｎｓ　ｆｏｒ　Ｌｉｇｈｔｓ（光に対する色指定）」、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　
Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ、第３３巻（１９４３年）、６
２７～６３２頁に基づく。
【００２１】
【表１】

【００２２】
　名前が付けられている色相領域を区切る図１内の境界はいくぶん恣意的であり、色にお
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いて色度図を再現することなく色度図によって表される連続的な視覚的色空間内のどこに
さまざまな色相が配置されるかを示す例示的な定性的近似を目的とするものであることは
理解されるであろう。ＣＩＥ　１９３１色度図のフルカラー再現は、ワールドワイドウェ
ブＵＲＬ、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｆｇ２．ｃｏｍ／Ｌａｂ／Ｇｒａｐｈｉｃｓ／Ｃｏ
ｌｏｒｓ／Ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ．ｈｔｍを含む、色理論および測色に関して公表さ
れている多くの参考文献において容易に利用可能である。
【００２３】
　図１のＣＩＥ　１９３１色度図は、スペクトル軌跡を表す馬蹄形の線３０を含む。波長
は、整形線３０のエッジの周りにｎｍを単位として示されている。直線４０は、馬蹄形曲
線の終点をつなぎ、非スペクトル「紫線」と称される。横座標軸および立て座標軸にそっ
て測定される座標ｘおよびｙは、それぞれ、関係式ｘ＝Ｘ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）、ｙ＝Ｙ／（
Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）、ｚ＝Ｚ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）、およびｘ＋ｙ＋ｚ＝１によって三刺激値Ｘ、Ｙ
、およびＺに関係付けられる。
【００２４】
　上述のように、組み合わされて発光性検出可能イメージを形成する複数のイメージ成分
を有する基材上にイメージを形成するために、複数の発光性トナー組成物が使用されうる
。一例では、このような発光は、フルカラーイメージを形成する可視スペクトル領域内の
光を含みうる。「フルカラー」という用語は、本明細書の文脈において、複数の発光性イ
メージ成分からの発光の組合せによって生成される可視発光性色を含むイメージを指す。
他の例では、複数の発光性トナー組成物によって形成されるイメージは、できる限り広い
範囲の色からの発光性色を含む。さらに他の例では、複数の発光性トナー組成物によって
形成されるイメージは、図１のＣＩＥ　１９３１色度図などのＣＩＥ　１９３１色度図に
よって定められる色空間からの広範囲の色からの発光性色を含む。
【００２５】
　以下でさらに説明されるように、フォトルミネッセンス剤は、視認性および／または安
定性に関係する１つまたは複数の望ましい特性を有するトナー組成物が形成されるように
電荷制御剤および１つまたは複数の添加剤と組み合わせて選択される。フォトルミネッセ
ンス剤は、励起エネルギーを照射されたときに望ましいスペクトル領域内に１つまたは複
数の発光ピークを有する光を放射する。発光エネルギーおよび励起エネルギーのスペクト
ル領域について以下でさらに説明する。図２は、波長２２０を中心とする単一の発光ピー
ク２１０を有する例示的なフォトルミネッセンス剤の発光スペクトル２００の一例を示し
ている。図３は、波長３２０を中心とする発光ピーク３１０および波長３４０を中心とす
る発光ピーク３３０を有する例示的なフォトルミネッセンス剤の発光スペクトル３００の
他の例を示している。発光ピーク３３０は、発光極大ピークの一例である。
【００２６】
　発光極大ピークは、与えられた発光性スペクトル領域内にすべての発光ピークの最大発
光強度を有するその発光性スペクトル領域内の発光ピークである。主発光ピークは、発光
性スペクトル領域内に最高発光強度を有する発光極大ピークに対する発光強度の５％を超
える相対的発光強度を有するその発光性スペクトル領域内の発光ピークである。特定の閾
値を超えることは、与えられた閾値を超えること、および／または与えられた閾値以上で
あることを含むことに留意されたい。一例では、主発光ピークは、極大発光強度を有する
発光ピークおよび発光極大ピークの強度の５％を超える強度を有する他のどれかの発光ピ
ークを含む選択された発光性スペクトル領域内の任意のピークである。
【００２７】
　フォトルミネッセンス剤は、スペクトル領域内のある波長をそれぞれ中心とする１つま
たは複数の発光ピークを有することができる。発光の例示的なスペクトル領域としては、
限定はしないが、可視スペクトル領域（例えば、約４００ｎｍから約７００ｎｍまでの波
長）、紫外線（ＵＶ）スペクトル領域（例えば、約２００ｎｍから約４００ｎｍまでの波
長）、赤外線（ＩＲ）スペクトル領域（例えば、近ＩＲについては約７００ｎｍから１５
００ｎｍまでの波長、遠ＩＲについては約１５００ｎｍから約１１，０００ｎｍまでの波
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長）、短波ＵＶスペクトル領域（例えば、約２００ｎｍから約３００ｎｍまでの波長）、
長波ＵＶスペクトル領域（例えば、約３００ｎｍから約４００ｎｍまでの波長）、および
これらの任意の組合せが挙げられる。一例では、フォトルミネッセンス剤は、望ましい認
証発光スペクトル領域内に発光極大を有するように選択される。本明細書において説明す
ることを目的として、発光性トナー組成物のフォトルミネッセンス剤の発光のスペクトル
領域は、望ましい認証発光スペクトル領域と称することができ、また望ましい発光を得る
ために使用される励起エネルギーのスペクトル領域は、望ましい認証励起スペクトル領域
と称することができる。発光性トナー組成物の非認証用途は、スペクトル領域の参照に含
まれると考えられることに留意されたい。
【００２８】
　励起エネルギーは、さまざまなスペクトル領域からの１つまたは複数の波長のエネルギ
ーを含みうる。一例では、励起エネルギーは、狭帯域波長のエネルギーを含む。他の例で
は、励起エネルギーは、広帯域波長のエネルギーを含む。さらに他の例では、励起エネル
ギーは、離散波長のエネルギーを含む。励起の例示的なスペクトル領域としては、限定は
しないが、可視スペクトル領域、ＵＶスペクトル領域、ＩＲスペクトル領域（近および／
または遠）、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。一例では、フォトルミネッセン
ス剤は、ＵＶスペクトル領域内の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域
内で発光する。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、ＵＶスペクトル領域内の励起エ
ネルギーを照射されたときにＵＶスペクトル領域内で発光する。さらに他の例では、フォ
トルミネッセンス剤は、短波ＵＶ励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域
内で発光する。さらに他の例では、フォトルミネッセンス剤は、ＵＶスペクトル領域内の
励起エネルギーを照射されたときにＩＲスペクトル領域内で発光する。さらに他の例では
、フォトルミネッセンス剤は、ＩＲスペクトル領域内の励起エネルギーを照射されたとき
にＩＲスペクトル領域内で発光する。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、ＩＲスペ
クトル領域内の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内で発光する（例
えば、ＩＲ上方変換フォトルミネッセンス剤）。当業者であれば、励起エネルギーのさま
ざまな組合せおよびその結果の発光エネルギーが可能であることを理解するであろう。フ
ォトルミネッセンス剤の選択は、選ばれたフォトルミネッセンス剤が望ましい励起スペク
トル領域のエネルギーを照射されたときに望ましいスペクトル領域内の波長を中心とする
１つまたは複数の発光ピークを有するように行うことができる。
【００２９】
　さまざまな励起エネルギーの供給源が知られている。ＵＶスペクトル領域内の励起エネ
ルギーを有するフォトルミネッセンス剤の一例では、そのようなエネルギーの供給源は、
従来のＵＶ源のバックライトとしてよい。当業者であれば理解するように、従来のバック
ライトは、可視スペクトル領域内の照射エネルギーを含みうる。このような一例では、発
光性トナー組成物からの基材上のイメージ成分は、ＵＶ入射光と可視入射光の両方に曝さ
れうる。
【００３０】
　本明細書で使用されているように、可視という用語は、約４００ｎｍおよび約７００ｎ
ｍを典型的には上下限とするスペクトル領域を定めるためにスペクトル領域に関して使用
される。可視という用語は、基材上に印刷されたときに人間の肉眼で検査すると検出可能
な４００～７００ｎｍの可視域内の反射率を有するトナー組成物、またはその一部を記述
するためにも使用されうる。不可視トナー組成物は、人間の肉眼によって検出可能な４０
０～７００ｎｍの可視域内の反射率を持たないトナー組成物を含む。一例では、不可視ト
ナー組成物は、印刷されたときに４００～７００ｎｍの範囲内のすべての光を基材に透過
させることができるトナー組成物であり、可視スペクトル領域内で非吸収光を反射する典
型的な反射様式で作用する。可視スペクトル領域のこのような反射光は、不可視トナー組
成物が印刷されていない基材の周囲背景部分から反射した光と同じようにして人間の肉眼
によって知覚される。他の例では、不可視トナー組成物は、印刷されたときに基材に関し
て約０．０３光学密度未満の反射光学密度（ＯＤ）を有するトナー組成物である。さらに
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他の例では、不可視トナー組成物は、印刷されたときに基材に関して約０．０２１光学密
度未満の反射光学密度を有するトナー組成物である。トナー組成物は基材上に印刷された
ときに環境と基材上のトナー組成物との間の屈折率の変化により人間の肉眼によって検出
可能な光沢を与えることができることに留意されたい。例示的な一態様では、本明細書で
使用されているようなトナー組成物の視認性は、屈折率のみによる検出可能性を意味しな
い。
【００３１】
　屈折率差による光沢は、印刷されたトナー組成物上への積層を行う技術を使用すること
によって軽減または排除することができる。基材を積層するさまざまな技術が、当業者に
知られている。他の例では、印刷されたトナー組成物上の積層は、積層の除去によって基
材から印刷されたトナー組成物の全部または一部も分離できる機械的機構を備えることに
よって認証保護を高めることができる。このような一例では、基材から積層が除去された
ことを容易に検出可能である（例えば、基材を修正しようとしたときに）。
【００３２】
　発光性不可視トナー組成物は基材上に印刷されたときに、励起エネルギーを照射されて
も可視スペクトル領域のエネルギーを放射しない。ＩＲ無反射トナー組成物は基材上に印
刷されたときに、ＩＲスペクトル領域内の反射率を有しない。ＵＶ無反射トナー組成物は
基材上に印刷されたときに、ＵＶスペクトル領域内の反射率を有しない。
【００３３】
　フォトルミネッセンス剤は、発光性および反射性の視認性に関係するさまざまな特性の
うちの１つまたは複数を含みうる。このような特性は、フォトルミネッセンス剤を含む発
光性トナー組成物を使用する用途によって決定されうる。発光性および反射性の視認性に
関係する特性の例としては、限定はしないが、反射性不可視特性、反射性可視特性、発光
性不可視特性、発光性可視特性、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。一例では、
フォトルミネッセンス剤は、反射性不可視とすることができる。反射性不可視フォトルミ
ネッセンス剤は、基材上に印刷されたときに、可視スペクトル内の反射エネルギーをもた
らさない。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、反射性可視とすることができる。反
射性可視フォトルミネッセンス剤は、基材上に印刷されたときに、可視スペクトル内の１
つまたは複数の波長の反射エネルギーをもたらす。さらに他の例では、フォトルミネッセ
ンス剤は、発光性不可視とすることができる。発光性不可視フォトルミネッセンス剤は、
基材上に印刷された場合、励起または他のエネルギー（例えば、可視スペクトル内のエネ
ルギー）を照射されたときに可視スペクトル内で人間の肉眼によって検出可能であるエネ
ルギーを放射しない。さらに他の例では、フォトルミネッセンス剤は、発光性可視とする
ことができる。発光性可視フォトルミネッセンス剤は、基材上に印刷された場合、励起ま
たは他のエネルギー（例えば、可視スペクトル内のエネルギー）を照射されたときに可視
スペクトル内で人間の肉眼によって検出可能である１つまたは複数の波長のエネルギーを
放射する。
【００３４】
　フォトルミネッセンス剤は、トナー組成物が望ましい安定性および色特性をもたらすよ
うに少なくとも一部は選択されたフォトルミネッセンス剤、選択された電荷制御剤、およ
び他の添加剤に依存する量だけ安定した発光性トナー組成物中に存在しうる。フォトルミ
ネッセンス剤は、発光性トナー組成物中に少なくとも、対応する励起エネルギーを照射さ
れたときにそこからの発光が発光性検出可能（例えば、人間の肉眼で、発光検出デバイス
などで）となるような量だけ存在すべきである。反射性不可視発光性トナー組成物の一例
では、フォトルミネッセンス剤は、少なくとも一部は（他のトナー組成物の成分と組み合
わせて）トナー組成物に検出可能な可視反射性を持たせるフォトルミネッセンス剤の量に
よって定められるトナー組成物中の濃度上限を有する。反射性可視発光性トナー組成物の
一例では、フォトルミネッセンス剤は、少なくとも一部は（他のトナー組成物の成分と組
み合わせて）静電印刷時に電荷制御剤でトナー組成物の電荷を効果的に制御させられない
フォトルミネッセンス剤の量によって定められるトナー組成物中の濃度上限を有する。
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【００３５】
　一実施形態では、印刷システム（例えば、ＲＧＢモデル印刷システム、ＣＹＭＫモデル
印刷システム）の一方の発光性トナー組成物中のフォトルミネッセンス剤の量は、印刷シ
ステムの１つまたは複数の他の発光性トナー組成物中の１つまたは複数の他のフォトルミ
ネッセンス剤の量に左右されうる。例えば、一方のトナー組成物中の１つのフォトルミネ
ッセンス剤の発光強度は、他方のトナー組成物と重量パーセントで比べて低い場合がある
。一例では、印刷システム内の複数のトナー組成物のうちのトナー組成物中のフォトルミ
ネッセンス剤の量は、複数のトナー組成物の間で発光強度のバランスがとれるように互い
とのバランスをとることができる。
【００３６】
　一例では、フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組成物中に約０．０１重量パーセ
ント（ｗｔ．％）から約６０ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。他の例では、フォト
ルミネッセンス剤は、発光性トナー組成物中に約４ｗｔ．％から約４５ｗｔ．％までの範
囲の量だけ存在する。さらに他の例では、フォトルミネッセンス剤は、約１２ｗｔ．％か
ら約２８ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。さらに他の例では、フォトルミネッセン
ス剤は、約１８ｗｔ．％から約２４ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。
【００３７】
　発光性赤色トナー組成物の一例では、発光性赤色フォトルミネッセンス剤は、発光性ト
ナー組成物中に、約１６ｗｔ．％から約２８ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光
性赤色トナー組成物の他の例では、発光性赤色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー
組成物中に、約２２ｗｔ．％の量だけ存在する。
【００３８】
　発光性緑色トナー組成物の一例では、発光性緑色フォトルミネッセンス剤は、発光性ト
ナー組成物中に、約１２ｗｔ．％から約２４ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光
性緑色トナー組成物の他の例では、発光性緑色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー
組成物中に、約１８ｗｔ．％の量だけ存在する。発光性緑色トナー組成物のさらに他の例
では、発光性緑色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組成物中に、約４ｗｔ．％か
ら約８ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光性緑色トナー組成物のさらに他の例で
は、発光性緑色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組成物中に、約６ｗｔ．％の量
だけ存在する。
【００３９】
　発光性青色トナー組成物の一例では、発光性青色フォトルミネッセンス剤は、発光性ト
ナー組成物中に、約５ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光性
青色トナー組成物の他の例では、発光性青色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組
成物中に、約２０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光性青色
トナー組成物の他の例では、発光性青色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組成物
中に、約４０ｗｔ．％の量だけ存在する。
【００４０】
　発光性シアン色トナー組成物の一例では、発光性シアン色フォトルミネッセンス剤は、
発光性トナー組成物中に、約１０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在す
る。発光性シアン色トナー組成物の他の例では、発光性シアン色フォトルミネッセンス剤
は、発光性トナー組成物中に、約２５ｗｔ．％の量だけ存在する。
【００４１】
　発光性黄色トナー組成物の一例では、発光性黄色フォトルミネッセンス剤は、発光性ト
ナー組成物中に、約２ｗｔ．％から約６ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。発光性黄
色トナー組成物の他の例では、発光性黄色フォトルミネッセンス剤は、発光性トナー組成
物中に、約４ｗｔ．％の量だけ存在する。
【００４２】
　発光性マゼンタ色トナー組成物の一例では、発光性マゼンタ色フォトルミネッセンス剤
は、発光性トナー組成物中に、約１６ｗｔ．％から約２８ｗｔ．％までの範囲の量だけ存
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在する。発光性マゼンタ色トナー組成物の他の例では、発光性マゼンタ色フォトルミネッ
センス剤は、発光性トナー組成物中に、約２２ｗｔ．％の量だけ存在する。定量値および
／または値範囲が「約」という語句で修飾されているこの説明全体を通じた例において、
「約」の修飾語句を含まないそれぞれに対する代替例が存在することは考えられる。
【００４３】
　発光性トナー組成物に適したフォトルミネッセンス剤を決定するために使用されうる他
の例示的な因子としては、限定はしないが、フォトルミネッセンス剤それ自体の安定度、
フォトルミネッセンスの揮発度、フォトルミネッセンス剤の純度、フォトルミネッセンス
剤それ自体の溶解度、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。一例では、フォトルミ
ネッセンス剤の安定度は、適切なフォトルミネッセンス剤を選択する際に考慮される。こ
のような一例では、３より大きいブルーウールスケール（および／またはＡＳＴＭ標準Ｄ
４３０３－０３）値を有するフォトルミネッセンス剤が選択される。他のこのような例で
は、４より大きいブルーウールスケール値を有するフォトルミネッセンス剤が選択される
。さらに他のこのような例では、フォトルミネッセンス剤を選択する際に改善された耐光
性と望ましい結果として得られる発光性色とのバランスがとられる。
【００４４】
　他の例では、フォトルミネッセンス剤の純度は、適切なフォトルミネッセンス剤を選択
する際に考慮される。このような一例では、フォトルミネッセンス剤の潜在的不純物が発
光性消光物質を含む場合、不純物を除去すると、その結果得られる発光性トナー組成物の
発光性耐光性が高まる可能性がある。このような他の例では、フォトルミネッセンス剤の
潜在的不純物が電子移動剤（例えば、フォトルミネッセンス剤の励起状態の効率を下げる
作用物質）を含む場合、不純物を低減すると、その結果得られる発光性トナー組成物の発
光性耐光性が高まる可能性がある。さらに他のこのような例では、フォトルミネッセンス
剤の潜在的不純物が、非消光ＵＶ吸収化学種を含む場合、そのような不純物が存在するこ
とで、入射ＵＶエネルギーの発光性耐光性損傷効果からフォトルミネッセンス剤を遮蔽す
ることができる。発光性トナー組成物の望ましい特性に対する不純物の影響の判定は、さ
まざまな方法により実行できる。例示的な一方法では、不純物を含むフォトルミネッセン
ス剤を有するトナー組成物と不純物を減らしたフォトルミネッセンス剤を有するトナー組
成物が調製され、これにより望ましい特性かどうかの試験を行うことができる（例えば、
安定性、耐光性）。上述のように、望ましい純度レベルは、さまざまな因子に依存しうる
。フォトルミネッセンス剤は、望ましいトナー特性（例えば、安定性、発光性色出力など
）をもたらしうる純度を有することができる。一例では、フォトルミネッセンス剤は、少
なくとも約９５％の純度を有する。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、少なくとも
約９０％の純度を有する。
【００４５】
　代替の一実装では、フォトルミネッセンス剤の純度は、発光性トナー組成物に加える前
に改善できる。一例では、純度は、フォトルミネッセンス剤を再結晶化することによって
改善されうる。再結晶化は、例示的なフォトルミネッセンス剤において、安定性レベルを
高め、耐光性を向上することが発見された。どの説明も束縛するものではないが、安定性
の向上にたいする潜在的な説明の１つは、例示的な再結晶化されたフォトルミネッセンス
剤が不規則な粒子形状を有するというものである。再結晶化によって得られようと、他の
メカニズムによって得られようと、不規則形状粒子は、多色発光性トナー組成物の混色を
高めることができる（例えば、非原色発光を改善する）と考えられる。他の例示的な態様
では、不規則形状粒子は、均一球形粒子に付随するプリンタコンポーネント（例えば、プ
リンタドラム、ワイパーブレードなど）からクリーニングしてトナー粒子を除去すること
に関連するクリーニング問題も軽減できると考えられる。さらに他の例示的な態様では、
不規則形状のフォトルミネッセンス粒子は、発光性物質の表面積を拡大し、また発光性物
質によって吸収される光の量を増やして発光プロセスを活性化する（例えば、発光強度お
よび色を高める）ことができると考えられる。それに加えて、再結晶化は、フォトルミネ
ッセンス剤の化学的および／または熱的安定性も高めることができる。不規則形状の顔料



(18) JP 2014-123143 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

粒子をこのように使用することは、トナーの色および性能を高めるうえで均一球状粒子を
好ましいものとするトナー組成物現像のある種の慣例に反する。
【００４６】
　再結晶化のさまざまなプロセスは、当業者に知られている。一例では、フォトルミネッ
センス剤は、溶媒（例えば、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）など）を使用して再結晶化される。
【００４７】
　フォトルミネッセンス剤の例としては、限定はしないが、ベンゾオキサゾール、ベンゾ
チアゾール、フェノキサジン［ＣＡＳ　＃　１３５－６７－１］、ブリリアントスルホフ
ラビン、ソルベントイエロー９８［ＣＡＳ　＃　１２６７１－７４－８］、２，２－ビピ
リジン－３，３’－ジオール、ソルベントイエロー９８［ＣＡＳ　＃　１２６７１－７４
－８］、１，３，６，８－ピレンテトラスルホン酸、クマリン１、７－ヒドロキシクマリ
ン、４，４’－ジメトキシベンジル、クリセン－紫色、アントラセン－青色、２，２－（
２，５－チオフェンジイル）ビス［５－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾオキサゾール］、ＢａＭ
ｇ２Ａｌ１６Ｏ２７：Ｅｕ、Ｍｎ、ケンタッキー州アーランガー所在のＡｎｇｓｔｒｏｍ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．社から入手可能なＳＣ－８　Ｒｅｄ、１－（３－
ベンゾチアゾール－２－イル－４－ヒドロキシ－フェニル）－３－（３－クロロ－フェニ
ル）－尿素、ＺｎＳ：Ｃｕ［ＣＡＳ　＃　１３１４－９８－３］、ＴｉＯ２、ニグロシン
、カーボンブラック、ＣＡＳ　＃　１２１２１－２９－８を有するユウロピウム錯体など
のユウロピウム錯体、ユウロピウム、トリス［４，４，４－トリフルオロ－１－（２－チ
エニル）－１，３－ブタンジオナト］ビス（トリフェニルホスフィンオキシド）－（７Ｃ
Ｉ）、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｍｉｎｅｒａｌ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
社から入手可能なＧＬＬ３００ＦＦＳリン光発光緑色、（それぞれカリフォルニア州ハン
ティントンビーチ所在のＲｉｓｋ　Ｒｅａｃｔｏｒ社から入手可能な）可視リン光発光剤
（例えば、ＰＰＳＢ－０６黄緑色リン光体、ＰＰＳＢ－１０青緑色リン光体、ＰＰＳＢ－
０９紫色リン光体、ＰＰＳＢ－０３橙色リン光体、ＰＰＳＢ－２３青色リン光体、ＰＰＳ
Ｂ－３５赤色リン光体、ＰＰＳＢ－１６橙色リン光体、ＰＰＳＢ－２４緑色リン光体、Ｐ
ＰＳＢ－２６黄色リン光体、ＰＰＺＮＢＢ－０６緑色リン光体、ＰＰＷＢ－１０青緑色リ
ン光体、ＰＰＷＢ－００青色リン光体）、それぞれニュージャージー州カールシュタット
所在のＬＤＰ，ＬＬＣから入手可能な商標名ＵＶＳＷＧで入手可能な短波緑色蛍光粉末、
商標名ＵＶＳＷＲで入手可能な短波赤色蛍光粉末、および商標名ＵＶＳＷＢで入手可能な
短波青色蛍光粉末、それぞれウィスコンシン州ミルウォーキー所在のＡｌｄｒｉｃｈ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ社から入手可能な２－メチルベンゾオキサゾール、バナジウム酸イットリ
ウム［ＣＡＳ　＃　７４４０－６２－２］、それぞれオハイオ州デートン所在のＥｘｃｉ
ｔｏｎ社から入手可能なオキサジン７２０［ＣＡＳ　＃　６２６６９－６０－７］、ＩＲ
　２６［ＣＡＳ　＃　７６８７１－７５－５］、ＩＲ　１４０［ＣＡＳ　＃　５３６５５
－１７－７］、ＩＲ　１４３［ＣＡＳ　＃　５４８４９－６５－９］、ＩＲ　１２５［Ｃ
ＡＳ　＃　３５９９－３２－４］、ＩＲ　１４４［ＣＡＳ　＃　５４８４９－６９－３］
、それぞれフロリダ州ジュピター所在のＨ．Ｗ．Ｓａｎｄｓ社から入手可能なＩＲフルオ
ールＳＤＡ６９０６、ＩＲフルオールＳＤＡ４９２７、ＩＲフルオールＳＤＡ６８２５、
それぞれニュージャージー州カールシュタット所在のＬＤＰ，ＬＬＣから入手可能なＩＲ
ＵＣＲ、ＩＲＵＣＧ、ＩＲＵＣＧ、ウィスコンシン州ミルウォーキー所在のＳｉｇｍａ社
から入手可能なエオシンＹ、それぞれペンシルバニア州ピッツバーグ所在のＡｃｒｏｓ社
から入手可能なクレシルバイオレットおよびクマリン１５２、それぞれオハイオ州デート
ン所在のＥｘｃｉｔｏｎ社から入手可能なローダミン６４０、スチルベン４２０、および
ナイルブルー６９０、Ｅｘａｌｉｔｅ　３６０［ＣＡＳ　＃　５４８４９－６９－３］、
Ｅｘａｌｉｔｅ　３５１、ｐ－クオターフェニル［ＣＡＳ　＃　１３５－７０－６］、Ｅ
ｘａｌｉｔｅ　３７７Ｅ、ウィスコンシン州ミルウォーキー所在のＦｌｕｋａ社から入手
可能なルシファーイエローＣＨカリウム塩［ＣＡＳ　＃　７１２０６－９５－６］、ウィ
スコンシン州ミルウォーキー所在のＳｉｇｍａ社から入手可能なピナクリプトールイエロ
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ー［ＣＡＳ　＃　２５９１０－８５－４］、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。
【００４８】
　一実装では、フォトルミネッセンス剤は、ベンゾオキサゾールを含む。一例では、フォ
トルミネッセンス剤は、可視スペクトルのエネルギーおよび／または励起エネルギーを照
射されたときに人間の肉眼で検出可能な可視スペクトル内の光を放射しないベンゾオキサ
ゾールを含む。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、大きなストークシフトを有する
ベンゾオキサゾールを含む（例えば、約１０から約２５０ｎｍまでの偏移など、ストーク
シフトが高ければ高いほどよい）。さらに他の例では、フォトルミネッセンス剤は、可視
スペクトルのエネルギーおよび／または励起エネルギーを照射されたときに人間の肉眼で
検出可能な可視スペクトル内の光を放射しない、大きなストークシフトを有するベンゾオ
キサゾールを含む。
【００４９】
　他の実装では、フォトルミネッセンス剤は、ベンゾチアゾールを含む。一例では、フォ
トルミネッセンス剤は、可視スペクトルのエネルギーおよび／または励起エネルギーを照
射されたときに人間の肉眼で検出可能な可視スペクトル内の光を放射しないベンゾチアゾ
ールを含む。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、大きなストークシフトを有するベ
ンゾチアゾールを含む（例えば、約１０から約２５０ｎｍまでの偏移など、ストークシフ
トが高ければ高いほどよい）。さらに他の例では、フォトルミネッセンス剤は、可視スペ
クトルのエネルギーおよび／または励起エネルギーを照射されたときに人間の肉眼で検出
可能な可視スペクトル内の光を放射しない、大きなストークシフトを有するベンゾチアゾ
ールを含む。
【００５０】
　さらに他の実装では、フォトルミネッセンス剤は、無機発色団を含む。一例では、無機
発色団は、トナー組成物の他の成分に加える前に事前に粉砕されない。特定の理論にとら
われることなく、無機発色団を粉砕して小さなサイズにすることは、無機発色団の発光性
および／または安定性の特性にマイナスの影響を及ぼす可能性があると考えられる。この
ような一例では、フォトルミネッセンス剤の平均粒子サイズを小さくするために、フォト
ルミネッセンス剤を濾過するか、または篩に掛けるとよい。濾過すると、濾過プロセスの
サイズ要件を満たさないフォトルミネッセンス剤が一定量（例えば、大量に）生じる可能
性がある。一例では、７ミクロンに対し８０％のＤ９５を有するフォトルミネッセンス剤
は、トナーに使用可能なフォトルミネッセンス剤のうちの５％のみを有することができる
。大きな粒子サイズの濾過済みフォトルミネッセンス剤は、他の目的のためにリサイクル
することができる。無機発色団は、トナー組成物中で、他のトナー組成物の成分と混合す
る前に、本明細書の説明を読んだ当業者であれば理解するように発色団をトナー組成物生
成プロセス実行時に１つまたは複数のトナー樹脂で囲むことによって、および／または発
色団を１つまたは複数のポリマー（例えば、トナー樹脂、エポキシ、硬質ポリマーなど）
で事前カプセル化することによって、酸化的損傷（例えば、静電印刷の加熱プロセスで生
じる酸化反応）から保護することができる。
【００５１】
　さらに他の実装では、フォトルミネッセンス剤は、フォトルミネッセンス剤の組合せを
含みうる。一例では、それぞれのフォトルミネッセンス剤は、類似の発光波長を中心とす
る１つまたは複数の発光ピークからなる類似の発光ピーク群を有することができる。他の
例では、それぞれのフォトルミネッセンス剤は、異なる発光波長を有する１つまたは複数
の発光ピークからなる発光ピーク群を有することができる。このような一例では、組み合
わされた発光ピークがまとまって、単一のトナー組成物において望ましい発光性色を生成
することができる。
【００５２】
　フォトルミネッセンス剤は、さまざまな粒子サイズを有することができる。有機フォト
ルミネッセンス剤の一例では、フォトルミネッセンス剤の元の粒子サイズは、発光性活性
を失うことなく望ましいサイズに粉砕されうる。他の例では、有機フォトルミネッセンス



(20) JP 2014-123143 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

剤は、望ましいトナー結合剤によるフォトルミネッセンス剤のカプセル化の量に応じて変
わるサイズを有することができる。大量のカプセル化が望ましい場合（例えば、フォトル
ミネッセンス剤の環境抵抗を高めるために）、元の粒子サイズおよび／または事前粉砕さ
れた粒子サイズはより小さいものとすることができる。粒子サイズが小さければ小さいほ
ど、トナー組成物形成プロセスにおいてトナー結合剤によるカプセル化がより広範になる
可能性が高まる。逆の考えとして、トナー組成物の安定性が向上するという点が挙げられ
、これは大きな粒子サイズの場合に観察されている。例えば、フォトルミネッセンス剤粒
子サイズを大きくすると、それぞれの粒子の表面積は増大するが、フォトルミネッセンス
剤粒子の総体積の表面積は減少すると考えられる。総面積が減少すると、フォトルミネッ
センス剤表面に当たるＵＶ（および／または他の光エネルギー）の量が減少し、時間の経
過とともに発光光度が失われてゆく可能性がある。総面積が増大すると、フォトルミネッ
センス剤表面に当たるＵＶ（および／または他の光エネルギー）の量が増大し、時間の経
過とともに発光光度が失われてゆく可能性がある。これは、一部は表面積増大が発光のた
めの表面積増大にもつながりうるため相反利益である。さらに他の例では、無機フォトル
ミネッセンス剤は、環境条件に対しより本質的に安定したものであってよく、可能な最大
の粒子サイズはターゲットのトナー組成物粒子サイズの制約条件の範囲内にある（例えば
、約１０ミクロン未満のＤ９５）。
【００５３】
　フォトルミネッセンス剤に加えて、発光性トナー組成物は、１つまたは複数の反射性可
視着色顔料も含みうる。反射性可視着色顔料の例としては、限定はしないが、カーボンブ
ラック、二酸化チタン、ニグロシン、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。一例で
は、可視着色顔料は、可視スペクトル領域内に可視反射性を有する１つまたは複数の成分
を有するフォトルミネッセンス剤をマスクするために使用できる。一例では、可視着色蛍
光物質は、蛍光がまだ顕著である間に可視／反射性色が最小限に抑えられるような濃度で
使用されうる。他の例では、可視光を吸収するために、ニグロシンなどの少量の可視顔料
が使用されうるが、それでもそれ自体は人間の肉眼に対して不可視であるか、または反射
性でない。さらに他の例では、反射性および発光性を有する蛍光体も使用可能であるが、
印刷される基材の背景が可視／反射性色をマスクするために使用される状況において使用
可能である。
【００５４】
　上述のように、フォトルミネッセンス剤はそれ自体、一例において反射性不可視とする
ことができる。他の例では、フォトルミネッセンス剤は、反射性可視とすることができる
。フォトルミネッセンス剤に起因する可視反射は、さまざまな方法によりトナー組成物中
でマスクできる。一例では、発光性顔料の可視反射性色は、同じ色の反射性顔料でマスク
できる。可視反射性緑色を有するフォトルミネッセンス剤が一定量存在する例示的なトナ
ー組成物は、フォトルミネッセンス剤の存在をマスクする一定量の反射性緑色顔料をトナ
ー組成物中に入れることによってマスクされうる。
【００５５】
　さらに他の例では、イメージ成分の１つまたは複数の部分および／または発光性トナー
組成物の一部をマスクするために、別のトナーカートリッジを使用することもできる。こ
のような一例では、イメージの全部または一部をコートして光沢効果（例えば、反射性不
可視発光性トナー組成物によって引き起こされる光沢効果）をマスクするために、ＣＣＡ
、結合剤、および他の添加剤のみを含む（顔料も他のフォトルミネッセンス剤も含まない
）クリアートナーが使用されうる。他のこのような例では、別のトナーカートリッジに、
すべての可視光（４００～７００ｎｍ）を吸収するために使用される後述のような発光性
黒色トナー組成物（例えば、約０．００１から０．５％ｗ／ｗ未満までのわずかな濃度で
使用されるＴｉＯ２および／またはニグロシン）を入れることができる。例示的な一態様
では、これは、発光性イメージの実効分解能を高めうる。さらに他のこのような例では、
別のトナーカートリッジの中でＵＶブラック組成物が使用され、これにより、ＵＶと可視
光の両方を吸収して、発光性イメージの実効分解能を高めることができるが、トナー中の
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蛍光体によって吸収される励起エネルギーの量をわずかに減少させる可能性もある。さら
に他のこのような例では、発光性イメージが印刷されていてもよい基材の一領域上に可視
反射性トナーを均一に印刷することもできる。他のこのような例では、発光性イメージが
印刷されていてもよい基材の一領域内に複数の可視反射性トナー組成物を二次イメージと
して印刷することもできる。
【００５６】
　他の例では、複数のカラー発光性トナー組成物のそれぞれの中でマスキング剤を直接使
用してもよい。このような一例では、多色発光性トナーシステムにおいて一緒に使用され
る発光性赤色（Ｒ）、発光性緑色（Ｇ）、および発光性青色（Ｂ）の発光性トナー組成物
のそれぞれに同じ反射性色の反射性成分を加えることができる。このように含めることの
考えられる利点の１つとして、反射性可視となる量だけ存在しうるＣＣＡ（または発光性
トナー組成物の他の成分）のマスキングが挙げられる。トナー組成物のどれかにそれぞれ
のトナー中で反射性可視成分と同じである可視色を有する反射性成分を加えると、基材上
に可視反射性の均一な印刷色が形成される。わずかな量でも可視反射性を有する成分が全
部のトナーカートリッジでなくいくつかのトナーカートリッジ内に存在している場合、す
べてのトナー中の可視反射性顔料をそのように意図的に含めることでマスクできる。
【００５７】
　電荷制御剤は、少なくとも一部は、（例えば、粒子が保持できる電荷（正または負）の
量を制限することによって）トナー組成物中の他の粒子の電荷を安定させるために、トナ
ー組成物中に使用される物質である。電荷は、さまざまな方法でトナー組成物粒子上に付
与されうる。一例では、トナー組成物粒子は、他の粒子との物理的接触により生じる電荷
を含みうる。他の例では、電荷は、トナー組成物粒子に能動的に印加されうる（例えば、
印刷デバイスのメカニズムによって）。
【００５８】
　一実施形態では、電荷制御剤は、トナー組成物の対応するフォトルミネッセンス剤と同
じスペクトル領域内のエネルギーを放射しない１つまたは複数の化合物を含む。例えば、
電荷制御剤は、基材上に印刷された場合に、望ましい認証励起スペクトル領域のエネルギ
ーを照射されたときに望ましい認証発光スペクトル領域内の検出可能な発光に寄与しない
。他の例では、電荷制御剤は、電荷を制御する有効量だけ組み合わされ、基材上に印刷さ
れた場合に、電荷制御剤が望ましい認証励起スペクトル領域のエネルギーを照射されたと
きに望ましい認証発光スペクトル領域内の検出可能な発光に寄与しない（例えば、主発光
ピークに寄与しない）ように発光性トナー組成物中でフォトルミネッセンス剤および１つ
または複数の添加剤と組み合わせて選択される。
【００５９】
　電荷制御剤の例として（例えば、紫外線スペクトル領域内のエネルギーを照射されたと
きに可視スペクトル領域内では発光しないもの）、限定はしないが、ＵＶスペクトル領域
の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネルギーを放射しないカ
リックスアレーンＣＣＡ、ＵＶスペクトル領域の励起エネルギーを照射されたときにＵＶ
スペクトル領域内のエネルギーを放射しないカリックスアレーンＣＣＡ、ＵＶスペクトル
領域の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネルギーを放射しな
い修飾層状ケイ酸塩ＣＣＡ、ＵＶスペクトル領域の励起エネルギーを照射されたときに可
視スペクトル領域内のエネルギーを放射しない疎水性修飾金属酸化物ＣＣＡ、およびこれ
らの任意の組合せが挙げられる。一例では、ＣＣＡは、ＵＶスペクトル領域の励起エネル
ギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネルギーを放射しないカリックスアレ
ーン化合物を含む。他の例では、ＵＶスペクトル領域の励起エネルギーを照射されたとき
に可視スペクトル領域内のエネルギーを放射しないカリックスアレーン化合物は、ペンシ
ルバニア州フィラデルフィア所在のＯｒｉｅｎｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社からＢＯＮＴＲＯ
Ｎ　Ｅ－８９として入手可能なカリックスアレーン化合物を含む。さらに他の例では、Ｃ
ＣＡは、ＵＶスペクトル領域の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内
のエネルギーを放射しない修飾層状ケイ酸塩化合物を含む。さらに他の例では、ＵＶスペ



(22) JP 2014-123143 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

クトル領域の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネルギーを放
射しない修飾層状ケイ酸塩化合物は、スイス、ムッテンツ所在のＣｌａｒｉａｎｔ社から
Ｎ４Ｐとして入手可能な修飾層状ケイ酸塩化合物を含む。さらに他の例では、ＣＣＡは、
ＵＶスペクトル領域の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネル
ギーを放射しない疎水性修飾金属酸化物化合物を含む。他の例では、ＵＶスペクトル領域
の励起エネルギーを照射されたときに可視スペクトル領域内のエネルギーを放射しない疎
水性修飾金属酸化物化合物は、スイス、ムッテンツ所在のＣｌａｒｉａｎｔ社からＮ５Ｐ
として入手可能な疎水性修飾金属酸化物化合物を含む。
【００６０】
　発光性トナー組成物中のＣＣＡの量は、基材上に印刷されたときにトナー組成物の１つ
または複数の望ましい特性に影響を及ぼしうる。ＣＣＡは、トナー組成物の粒子に付随す
る電荷を制御する効果のある量だけ発光性トナー組成物中に存在しうる。例示的な一態様
では、ＣＣＡの選択および発光性トナー組成物中で使用されるＣＣＡの量は、発光性トナ
ー組成物が使用されるターゲット印刷システムに依存しうる。一例では、ＣＣＡは、約０
．１ｗｔ．％から約１０ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。他の例では、ＣＣＡは、
約３ｗｔ．％から約７ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。さらに他の例では、ＣＣＡ
は、約５ｗｔ．％の量だけ存在する。　
【００６１】
安定した発光性トナー組成物中に入れることができる添加剤の例としては、限定はしない
が、トナー樹脂、カプセル材料、流動制御剤、洗浄剤、剥離剤、顔料［例えば、特別な可
視顔料］、ＤＮＡ、量子ドット、化学的タガント、およびこれらの任意の組合せが挙げら
れる。
【００６２】
　トナー樹脂は、トナー組成物の粒子を結合し、電荷（例えば、ＣＣＡによって制御され
る電荷）に寄与する結合剤である。トナー樹脂（結合剤とも称される）は、トナー組成物
の粒子同士をくっつける媒体として働きうる。一例では、トナー樹脂は、カプセル材料と
して働きうる。他の例では、トナー樹脂は、トナー組成物の塗布後に溶融し、フォトルミ
ネッセンス剤の基材への結合を助長するようにも働く。
【００６３】
　トナー樹脂の例としては、限定はしないが、アクリル共重合体（例えば、スチレンアク
リレート共重合体、ポリプロピレン共重合体、ポリエチレン共重合体、ポリエステル共重
合体、ポリエステル／アクリレート共重合体、ポリエステル／ポリスチレン／アクリレー
ト共重合体）、これらの任意の組合せが挙げられる。
【００６４】
　発光性トナー組成物に適したトナー樹脂の選択は、いくつかの因子の組合せに依存しう
る。一例では、トナー組成物に対するターゲット印刷デバイスのプリンタエンジンは、ト
ナー樹脂の選択に影響を及ぼす可能性のあるプリンタ加熱プロファイルを有することがで
きる。加熱プロファイルは、プリンタの結合／融合プロセスおよびトナー組成物粒子が結
合／融合の熱に曝される時間の長さに関連すると思われる。他の例では、トナー樹脂は、
トナー樹脂を選択する際に考慮される融点、ガラス転移温度、および流量を有する（例え
ば、プリンタ加熱プロファイルに関して）。他の例では、熱安定性、湿度安定性、および
／または化学安定性も因子としてトナー樹脂の選択に関わりうる。トナー樹脂は、１つま
たは複数のターゲットプリンタ加熱プロファイルに適合する融点、ガラス転移温度、およ
び流量を有し、また望ましい高い物理的および化学安定性を有するべきである。化学安定
性の分析の一例では、ポリエステルトナー樹脂は、特定の発光性トナー組成物に対して適
合しない化学作用を有する場合がある。このような場合には、ポリスチレンアクリル酸ブ
チルおよび／またはポリブチルジエンなどの他のトナー樹脂を利用することが可能な場合
もある。他の例示的な態様では、可視スペクトル領域および／または選択されたフォトル
ミネッセンス剤の励起に使用されるエネルギーの光を照射されたときに発光しないトナー
樹脂が選択されうる。すべては、他のトナー組成物成分と組み合わせて入れたときに個別
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に非発光性を持つように選択される。
【００６５】
　トナー樹脂は、顔料および他の関与物質の重量に一部は依存する量だけトナー組成物中
に存在しうる。一例では、トナー樹脂は、約４０ｗｔ．％から約９５ｗｔ．％までの範囲
の量だけ存在する。［例えば、酸化鉄を使用すると実際には低い場合がある。］他の例で
は、トナー樹脂は、約８０ｗｔ．％から約９５ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。
【００６６】
　カプセル材料は、構成要素成分を混ぜ合わせてトナー組成物を形成する前に、トナー組
成物の成分の１つまたは複数をカプセル化するために使用される材料である。カプセル材
料の例としては、限定はしないが、メラミンホルムアルデヒド、エポキシ樹脂、他のポリ
マー、ポリエチレン（例えば、低温粉砕されたもの）、およびこれらの任意の組合せが挙
げられる。
【００６７】
　流動制御剤は、トナー粒子の移動、分離、帯電（例えば、他の粒子と擦り合わせて静電
気を帯びさせることができる）、流動、および／またはクリーニング（ドラムなどのトナ
ークリーニングプリンタコンポーネントから突き出ている流動制御剤断片によってドラム
が潜在的に酸化するのを防ぐ）を行わせることができる物質であり、トナー粒子が帯電し
、分離状態を保つのを助けることができる。一例では、流動制御剤は、トナー組成物中へ
のフォトルミネッセンス剤およびＣＣＡの分散を助長し、トナー樹脂の１つまたは複数の
流動特性を修正し、トナー組成物中の粒子の付着を修正し、またこれらの任意の組合せを
行うことができる。流動制御剤の例としては、限定はしないが、シリカが挙げられる。他
の例では、シリカは、ＣＡＳ　＃　６８９０９－２０－６を有する非晶質シリカを含む。
【００６８】
　流動制御剤は、トナー組成物中にトナー組成物の流動特性を改善することを助長する量
だけ存在しうる。一例では、流動制御剤は、約０．１ｗｔ．％から約７ｗｔ．％までの範
囲の量だけ存在する。
【００６９】
　剥離剤は、フューザーなどの、プリンタデバイスコンポーネントからのトナー粒子の剥
離を助長するために使用されうる。一例では、剥離剤は、トナー粒子を剥離しやすくし、
トナー組成物の励起に使用される可視スペクトル領域および／またはエネルギーの光を照
射したときに発光しない能力に関して選択される。ワックスの例としては、限定はしない
が、共重合体ワックス、プロピレン／エチレン共重合体ワックス、パラフィン、およびこ
れらの任意の組合せが挙げられる。一例では、ワックスは、ＣＡＳ　＃　９０１０－７９
－１を有するプロピレン／エチレン共重合体ワックスを含む。剥離剤は、発光性トナー組
成物中にトナー粒子剥離効果のある量だけ存在しうる。一例では、剥離剤は、約０．１ｗ
ｔ．％から約５ｗｔ．％までの範囲の量だけ存在する。
【００７０】
　一態様では、１つまたは複数のトナー添加剤がフォトルミネッセンス剤およびＣＣＡと
組み合わせて選択されるべきであり、これにより、望ましい特性（例えば、安定性および
／または発光スペクトル）を有する発光性トナー組成物を形成する。一例では、発光性ト
ナー組成物のそれぞれのトナー添加剤は、対応するフォトルミネッセンス剤の望ましい認
証発光スペクトル領域内のエネルギーを放射するべきでない。
【００７１】
　発光性トナー組成物を調製するための方法の一実装では、高いレベルの純度および自然
な安定性を有し、望ましい色空間（例えば、赤色、緑色、青色などの発光性原色）と一致
する発光スペクトルを有するフォトルミネッセンス剤が選択される。一例では、基材上に
印刷されたときに不可視であるイメージ成分を形成するフォトルミネッセンス剤が選択さ
れる。このような一例では、基材上に印刷されたときにトナー組成物が不可視であるイメ
ージ成分を形成するようにトナー組成物中で使用できる最大量のフォトルミネッセンス剤
が使用される。フォトルミネッセンス剤の濃度を最大にすることで、発光性色を強めるこ
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とができる。しかし、望ましい色の強度および耐光性に対するバランスのとれたコストは
、使用されるフォトルミネッセンス剤の量の選択における１つの因子となりうる。量もま
た、多色トナーシステムで使用されるそれぞれの発光性トナー組成物に対する強度の色合
せに左右されうる。ＣＣＡの適切な量は、２ｗｔ．％などの量から開始して、トナー組成
物の他の成分の必要電荷量とのバランスをとることで決定されうる。シリカ流動制御剤お
よびワックス剥離剤は、有効な量だけ使用できる。トナー樹脂は、上述のように選択され
る。それぞれの成分は、他の成分と親和性を有するように選択され、それぞれの目的に関
して有効な量だけ含まれ、これにより、トナー組成物は、フォトルミネッセンス剤の１つ
または複数の発光ピークの波長に対応する１つまたは複数の主発光ピークのみを含む望ま
しい発光スペクトル領域内の発光スペクトルを有する。例えば、フォトルミネッセンス剤
の不可視発光性有効量は、トナー組成物中で反射性不可視であり、望ましい発光スペクト
ル領域内で発光する量である。
【００７２】
　他の実装では、発光性トナー組成物は、発光性黒色トナー組成物である。発光性黒色ト
ナー組成物は、それぞれ上で説明されているように電荷制御剤および１つまたは複数の添
加剤を含む。発光性黒色トナー組成物は、基材上にイメージを印刷するためにトナーシス
テム内で１つまたは複数の発光性カラートナー組成物とともに使用することができ、イメ
ージは複数のイメージ成分を有する（例えば、発光性黒色イメージ成分に対して１つ、シ
ステムのカラー発光性トナー組成物に対応するそれぞれの発光性カラーイメージ成分に対
して１つ）。発光性黒色イメージ成分は、基材上に印刷される場合に、発光性カラーイメ
ージ成分のうちの１つまたは複数の成分の励起に使用される励起エネルギーを照射された
ときに１つまたは複数の発光性カラーイメージ成分のうちの１つのイメージ成分を検出す
るために使用されるスペクトル領域内の実質的発光を欠如する。一例では、発光性黒色イ
メージ成分は、１つまたは複数の発光性カラーイメージ成分励起エネルギーのすべてにお
いて実質的発光を欠如する。発光性黒色イメージ成分は、基材上にイメージを表示するた
めに使用される発光性色空間内に黒色として現れうる（黒色はその色空間内に発光が欠如
していることから生じる）。発光性黒色は、さまざまな方法で得られる。一例では、発光
性黒色トナー組成物は、１つまたは複数の発光性カラーイメージ成分を励起するために使
用される励起エネルギーを吸収する発光性黒色剤を含む。他の例では、発光性黒色トナー
組成物は、フォトルミネッセンス剤または望ましい発光スペクトル領域内で発光しうる他
の顔料を含まない。他の例では、発光性黒色（例えば、ＵＶブラック）トナーは、融点を
高くして黒色トナーの分散を小さくすることによって形成される。これは、トナーを固く
し、より高い温度、つまり、１５０℃程度の通常の融点から少なくともそれより２℃高い
融点までの範囲で溶融させるように共重合体比を調節することによって行うことができる
。他の例では、発光性黒色トナー組成物の融点は、多色発光性トナーシステム内の１つま
たは複数の他の色より５～２０℃高い温度に高められる。さらに他の例では、他の色の前
により高い融点の発光性黒色トナー組成物が印刷されうる。さらに他の例では、他の色と
同時にまたは後により高い融点の発光性黒色トナー組成物が印刷されうる。
【００７３】
　他の例では、黒色トナーは、未加工の顔料または未加工のトナーと見なされたときに可
視であるか、またはわずかに可視である反射性可視顔料を含むことが可能であるが、テズ
リン（ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社から入手可能な）などの知られている基材と組み
合わせて使用されたときに不可視となる。例えば、実験により決定された濃度で使用され
る黄褐色の、少し黄色っぽいトナーは、テズリン基材の背景でマスクされたときには実質
的に不可視となる。
【００７４】
　上述のように、１つまたは複数の発光性カラートナー組成物および、適宜、発光性黒色
トナー組成物は、複数のイメージ成分を有するイメージ（つまり、イメージインディシア
）で基材にマーキングするために発光性フルカラーシステムで使用できる。上でも説明さ
れているように、限定はしないが、ＲＧＢおよびＣＹＭＫを含む、さまざまなフルカラー
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モデルが知られている。一例では、フルカラー発光性イメージングシステムは、複数の発
光性カラートナー組成物（例えば、Ｃ、Ｙ、およびＭ）および／または発光性黒色トナー
組成物を含む。この例では、複数の発光性カラートナー組成物のそれぞれは、上述のよう
なフォトルミネッセンス剤（例えば、励起エネルギーを照射されたときに望ましい発光ス
ペクトル領域内に１つまたは複数の発光極大を有する光を放射するフォトルミネッセンス
剤）を含む。それぞれの発光性カラートナー組成物は、上で説明されているようにＣＣＡ
および１つまたは複数の添加剤も含む。フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１
つまたは複数の添加剤のそれぞれは、トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するよ
うに印刷されるときに励起エネルギーの照射に対するイメージ成分の発光スペクトルがフ
ォトルミネッセンス剤の主発光極大に対応する主発光ピークのみを含むように、選択され
、対応するトナー組成物中に一定量存在する。
【００７５】
　他の例では、フルカラー発光性トナーシステムは、励起エネルギーおよび発光による励
起で引き起こされる４００から７００ｎｍまでの広い三次元カラースペクトル範囲を得る
ことができる。一例では、フルカラー発光性トナーシステムは、ＰＡＮＴＯＮＥ　ＰＲＯ
ＣＥＳＳ　ＣＹＭＫの色空間を達成することができる。図４は、ＣＩＥ　１９３１色度図
によって示される完全なカラースペクトルの一例を示す。このＣＩＥ　１９３１色度図は
、グレースケールで例示することを目的として示されている。しかし、当業者であれば、
ＣＩＥ　１９３１色度図が、発光性トナー印刷システムによって達成可能なものとするこ
とが可能なフルカラー可視色空間を表すことを理解するであろう。図５は、ＣＩＥ　１９
３１色度図の一例を示しており、結果として得られる発光性色域５００は本開示に従って
基材上に印刷される複数のイメージ成分の発光に関して達成できる。 
【００７６】
　さらに他の例では、フルカラー発光性トナーシステムは、３つの発光性カラートナー組
成物を有し、それぞれ基材上に対応するイメージ成分を印刷するために使用することがで
き、基材上に印刷されるときに第１のカラートナーによって生成される赤色イメージ成分
は約（＋／－０．０５）：（０．４８，０．２２）、（０．４８，０．４３）、および（
０．６７，０．２６）によって定義される範囲内にＣＩＥ　１９３１色度座標を有し、基
材上に印刷されるときに第２のカラートナーによって生成される緑色イメージ成分は約（
＋／－０．０５）：（０．１４，０．４２）、（０．１２，０．７２）、および（０．４
３，０．４６）によって定義される範囲内にＣＩＥ　１９３１色度座標を有し、基材上に
印刷されるときに第３のカラートナーによって生成される青色イメージ成分は約（＋／－
０．０５）：（０．１６，０．１０）、（０．１５，０．３８）、および（０．３０，０
．１５）によって定義される範囲内にＣＩＥ　１９３１色度座標を有する。
【００７７】
　他の例では、基材上に少なくとも一部は１つまたは複数の励起エネルギーを照射された
ときに発光性茶色を示す加法的発光を行うイメージ成分の組合せを印刷するために、複数
の発光性カラートナー組成物および、適宜、発光性黒色トナー組成物を有するフルカラー
発光性トナーシステムが使用されうる。茶色発光性色空間の正確な再現は、達成しにくい
ものであった。現在の発光性トナー組成物の改善された安定性および色純度（以下でさら
に詳しく説明されるように）は、印刷される１つまたは複数のトナー組成物の発光性色が
含まれる（複数の）フォトルミネッセンス剤のターゲット発光スペクトルをより正確に表
すように望ましい発光性色を基材上に再現するこれまでに見たことのない能力をもたらす
。このように正確であるため、茶色発光性色を含む、広範囲のスペクトル内の発光性色を
生成することができる。例示的な一態様では、発光性茶色は、いくつかの認証用途におい
て重要なものと考えられる（例えば、ＩＤカードなど、ドキュメントを認証することを目
的とする発光性イメージ中のさまざまな人間の皮膚の色調を含む写真の再現）。茶色発光
性色の多数の色相が、複数の発光性カラートナー組成物を使用して潜在的に達成可能であ
る。一例では、イメージ成分の組合せによって約（５５，８，８）のＲＧＢ値を有する茶
色発光性色を発生することができる。他の例では、イメージ成分の組合せによって（４０
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，１００，７０，５０）のＣＹＭＫ値を有する茶色発光性色を発生することができる。さ
らに他の例では、イメージ成分の組合せによって（５１，７２，８，７６）のＣＹＭＫ値
を有する茶色発光性色を発生することができる。さらに他の例では、イメージ成分の組合
せによって約（１６４，８４，３０）のＲＧＢ値を有する茶色発光性色を発生することが
できる。さらに他の例では、イメージ成分の組合せによって約（１５０，７５，０）のＲ
ＧＢ値を有する茶色発光性色を発生することができる。
【００７８】
　一例では、ＲＧＢモデルは、茶色発光性色を発生するのにより適している場合がある。
特定の理論に束縛されることなく、ＲＧＢモデルが加法的性質を有し、赤色、緑色、およ
び青色の錐体が人間の目の中に存在することから、ＲＧＢモデルを使って茶色発光性色を
より正確に再現できることが可能であると考えられる。
【００７９】
　さまざまなＲＧＢ標準モデルが利用可能であることに留意されたい。ＲＧＢモデルの例
としては、限定はしないが、旧国際無線諮問委員会（ＣＣＩＲ）標準６０１、国際電気通
信連合標準、無線通信部門（ＩＴＵ－Ｒ）「標準４：３およびワイドスクリーン１６：９
のアスペクト比用のデジタルテレビジョンのスタジオ符号化パラメータ（Ｓｔｕｄｉｏ　
ｅｎｃｏｄｉｎｇ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｏｆ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｔｅｌｅｖｉｓｉｏ
ｎ　ｆｏｒ　ｓｔａｎｄａｒｄ　４：３　ａｎｄ　ｗｉｄｅ　ｓｃｒｅｅｎ　１６：９　
ａｓｐｅｃｔ　ｒａｔｉｏｓ）」標準ＢＴ．６０１、米国電子工業会（ＥＩＡ）標準ＲＳ
－１７０Ａ、ビデオエレクトロニクス標準協会（ＶＥＳＡ）標準１．２、ならびにこれら
の標準および版の後継となる標準／版が挙げられる。
【００８０】
　上述のように、基材上に印刷され広範囲の発光性色を生成するトナー組成物から発光性
エネルギーを組み合わせるために、イメージ成分を組み合わせるためのさまざまな手順が
考えられる。このような手順の例としては、限定はしないが、ストカスティックスクリー
ニング、従来のラインスクリーニング、ハーフトーニング、ディザリング、およびこれら
の任意の組合せが挙げられる。一例では、第１のトナー組成物は、一イメージ成分として
基材上のある位置に印刷される。次いで、第２のトナー組成物は、一イメージ成分として
基材上の同じ位置に印刷される。これら２つのトナー組成物は、本質的に、互いの上に積
層される。適切な励起エネルギーを照射されたときに、基材上の２つの発光性イメージ成
分が、その各発光エネルギーにより発光する（例えば、異なる可視色波長の光をそれぞれ
放射する）。追加の一例では、他方の上に積層されるイメージ成分のトナー組成物は、励
起エネルギーが励起のため下側のイメージ成分に移ることができるように励起エネルギー
に対しできる限り透過的（例えば、完全に透過的）であるものとすることができる。例示
的な一態様では、積層されたイメージ成分は、スクリーニングなどの他の組合せ技術より
高い分解能を付与しうる。これらの例は、基材の同じ部分に積層された２つのイメージ成
分を例示しているけれども、任意の数のイメージ成分を積層できると考えられることに留
意されたい。
【００８１】
　任意の基材に発光性トナー組成物を施すことができる。イメージ成分が印刷される基材
の例としては、限定はしないが、紙基材、テズリン基材、転写紙（例えば、木材、プラス
チック、金属への転写）、タイベック、プラスチック、フィルム（例えば、ポリマーフィ
ルム）、トランスペアレンシー、合成紙状基材（例えば、ポリカーボネートシート、ＭＹ
ＬＡＲ）、布（例えば、衣類）、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。
【００８２】
　上述のように、発光性トナー組成物および／または発光性多色トナーシステムの例示的
な一用途は、ドキュメントまたは他の物品を認証する用途である。例えばセキュリティお
よび製品ラベル付けの分野における改善された認証の必要性は、高まる一方である。本開
示の発光性トナー組成物は、このような改善を行うものである。例えば、本開示の例示的
な発光性トナー組成物は、安定しており、高い色純度を有し、マーキングおよび／または
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認証を必要とする基材上のフルカラーマーキングを可能にする。発光性トナー組成物の応
用例としては、限定はしないが、認証、セキュリティ（例えば、身元確認資料、免許証、
パスポート）、プロセス制御（例えば、製品包装のラベル付け）、偽造管理（例えば、衣
類に付けるタガントイメージ、香水瓶のラベル付け）、アートワーク、装飾、特殊効果、
校正刷り用のタガント、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。例示的な一態様では
、１つまたは複数の不可視イメージ成分を含む不可視イメージが、そのようなマーキング
の値に加わることがある。一例では、製品ラベル付けは、不可視であるが、発光してイメ
ージ（例えば、フルカラーイメージ）を表示する発光性イメージ（例えば、プロセス制御
、偽造抑止のため）を含むことができる。製品包装は、マーケティングの意図を最大限伝
えるよう情報密度を高め見栄えよく設計される。このようにスペースと設計とを考慮する
と、可視マーキングまたは偽造防止タグを入れる余地が残っていない場合がある。他の例
において、不可視であり、ＵＶ励起エネルギーを照射された後に発光する不可視イメージ
は、人間の肉眼では検出可能でない場合がある。他の励起／発光の組合せと同様、このよ
うな一例は、発光性イメージを見るためにある種の形態の認証デバイス（例えば、ＵＶ光
源）を必要とする。広く使用されている認証デバイスの場合、公衆の一員がこれらの種類
のセキュリティ機能を利用できる可能性がある（例えば、セキュリティ機能は、誰もが見
ることができる公然のセキュリティ機能および見るために非常に高度な機器を必要とする
可能性のある隠しセキュリティ機能の代わりに、制限された公開セキュリティ機能のもの
が多い）。
【００８３】
　１つまたは複数の反射性トナー組成物を用いて印刷するさまざまな印刷デバイス（例え
ば、コピー機、レーザープリンタなどの静電印刷デバイス）が知られている。印刷デバイ
スは、発光性イメージを基材上に形成するために本開示の１つまたは複数の発光性トナー
組成物および／または発光性黒色トナー組成物とともに使用することができる。一例では
、１つまたは複数の発光性トナー組成物を受け入れるように、反射性トナー組成物用に設
計された印刷デバイスを修正することができる。このような一例では、印刷されるイメー
ジを表すデータは、印刷のため印刷デバイスに送られる前に、ネガ形式に変換される必要
がある場合がある。例えば、既存のＣＹＭＫ反射性印刷システムでは、反射性トナーを本
開示の発光性組成物で置き換えることができる。加法的ＲＧＢモデルに基づく発光性フル
カラーシステムでは、シアン反射性トナーは、発光性赤色トナーで置き換えられ、黄色反
射性トナーは、発光性緑色トナーで置き換えられ、マゼンタ反射性トナーは、青色発光性
トナー組成物で置き換えられうる。黒色反射性トナーは、本明細書で説明されているよう
に発光性黒色トナー組成物で置き換えられうる。他の例では、印刷デバイスは、発光性ト
ナー組成物を使用するように最初から設計することができる。
【００８４】
　イメージデータをネガ形式に変換する作業は、ソフトウェア（例えば、反射性トナー印
刷システムで発光性トナーを使用するように設計されているプリンタドライバなどの、コ
ンピュータに常駐するソフトウェア）によって行うことができる。イメージデータをネガ
形式に変換できる市販のコンピュータソフトウェアのいくつかの例として、限定はしない
が、Ａｄｏｂｅ（登録商標）Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ（登録商標）またはＡｄｏｂｅ（登録商
標）ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ（登録商標）Ｅｌｅｍｅｎｔｓ（両方ともカリフォルニア州サン
ノゼ所在のＡｄｏｂｅ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ社から入手可能な）、Ｃｏｒｅｌ（登録
商標）Ｐｈｏｔｏ－Ｐａｉｎｔ（商標）（カナダ、オンタリオ州オタワ所在のＣｏｒｅｌ
　Ｃｏｒｐ．社から入手可能な）、またはＡｒｃＳｏｆｔ（登録商標）ＰｈｏｔｏＳｔｕ
ｄｉｏ（登録商標）（カリフォルニア州フリーモント所在のＡｒｃＳｏｆｔ社から入手可
能な）、同等の写真編集ソフト、およびこれらの任意の組合せが挙げられる。
【００８５】
　一実施形態では、本明細書で説明されているようなフォトルミネッセンス剤、ＣＣＡ、
および１つまたは複数の添加剤の選択および組合せは、基材に印刷されたときに予想外に
高い印刷イメージ発光安定性をもたらすトナー組成物を形成する可能性がある。印刷イメ
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ージの発光安定性および／または印刷イメージの成分は、安定性の任意のさまざまな指標
を使って測定されうる。安定性の指標の例としては、限定はしないが、発光性耐光性、環
境条件（例えば、熱、湿度、および化学的相互作用）からの一般的安定性、色純度、およ
びこれらの任意の組合せが挙げられる。例示的な一態様では、本開示のトナー組成物は、
基材上に印刷されたときに、優れた耐光性を示す。例示的な他の態様では、本開示のトナ
ー組成物は、基材上に印刷されたときに、優れた色純度を示す。
【００８６】
　色純度は、フォトルミネッセンストナーに対する環境の複合影響を記述するために使用
される用語である。これは、トナーの全体的蛍光に寄与する成分の数の尺度である。それ
ぞれのフォトルミネッセンス成分は、トナーの発光に影響を及ぼす。特定のトナーの発光
の質は、フォトルミネッセンス成分およびその環境に応じて変わる。一例では、発光性成
分は、選択されたフォトルミネッセンス顔料の成分にのみ限定される。他の例では、フォ
トルミネッセンス顔料に対するトナー環境の影響およびトナーそれ自体の観察され、測定
された蛍光が考慮されうる。
【００８７】
　色純度も、発光性色で見られる加法的効果に関して非常に重要である。純粋原色から始
めることによって原色から等和色を導き出すことはかなり単純である。これは、ＣＹＭＫ
およびＲＧＢの両方のカラースキームについて当てはまる。
【００８８】
　耐光性は、選択されたフォトルミネッセンス顔料の主機能である。耐光性、つまり光に
対する安定性は、特に複雑な問題である。
　一般的安定性は、熱、湿度、および紫外線曝露からの安定性を含む。これは、制限変数
であり、主に、フォトルミネッセンス顔料およびその環境に応じて変わる。フォトルミネ
ッセンス顔料の温度および化学安定性は、重要な問題であるが、これらの因子は、トナー
中の蛍光体の環境に比較的依存する可能性があり、トナー環境は、安定した調製を行うた
めある程度操作されうる。これらの因子は、使用されるポリマーの選択、およびＣＣＡを
含む、使用されるトナー添加剤の効果も含みうる。
【００８９】
　一例では、発光安定性は、フォトルミネッセンストナー安定係数（ＰＴＳＦ）としてモ
デル化できる。トナー調製の安定性を定量化する方法は、長期安定性を測定し、特定のト
ナー調製が適切なものであることを決定するための有用な手段となる。
【００９０】
　耐光性、熱、湿度、および化学成分からの一般的安定性を含む、多くの概念がこの方法
に含めることができる。色純度も、発光性色における重要事項であり、色純度は、トナー
中の観察され、測定された両方のフォトルミネッセンス色に対し実証された効果を有する
。一例では、測定されたフォトルミネッセンストナー安定係数（ＰＴＳＦ）は、
【００９１】
【数１】

【００９２】
として示すことができ、
　ただし、本明細書でＰＴＳＦＭに関して使用されるような耐光性は、５０℃の温度で、
サンプルを光源から２５．４０ｃｍ（１０インチ）離し３４０ｎｍ、０．３５Ｗ／ｍ２の
キセノンアーク曝露の下で基材上の発光性トナー組成物のイメージ成分の３日目から７日
目までのルミネッセンス発光の平均損失として測定され、色純度は、スペクトル領域の発
光極大ピークのピーク高さの約５％を超えるピーク高さを有するフォトルミネッセンス成
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分発光ピークの数であり（例えば、望ましい発光スペクトル領域内の比較ピークの相対的
な、および／または測定された強度によって定量化される）、一般的安定性は、熱、湿度
、および紫外線曝露条件（「ＱＵＶ曝露条件」）の下でルミネッセンス発光の平均損失の
一係数である。本明細書で使用されているように、ＱＵＶ曝露条件という用語は、曝露標
準ＡＳＴＭ　Ｇ　１４７－０２および／またはＡＳＴＭ　Ｇ　１５４－０６を使用し、８
時間の光サイクル、４時間の凝縮サイクル、７０℃±３℃の光サイクルおよび５０℃±３
℃の凝縮サイクルのブラックパネル温度でランプタイプＵＶＢ－３１３を用いるＡｔｌａ
ｓ　ＵＶＣＯＮ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ　Ｃｏｎｄｅｎｓａ
ｔｉｏｎ　Ｗｅａｔｈｅｒ　Ｄｅｖｉｃｅ（または実質的に類似のデバイス）を使用する
熱、湿度、および紫外線曝露条件を指す。
【００９３】
　一例では、発光性トナー組成物は、フォトルミネッセンス剤、ＣＣＡ、および１つまた
は複数の添加剤を含むことができ、それぞれトナー組成物が基材上にイメージ成分を生成
するように印刷されたときにイメージ成分が約２５以上のフォトルミネッセンストナー安
定係数を有するように、選択され一定量存在する。他の例では、発光性トナー組成物は、
フォトルミネッセンス剤、ＣＣＡ、および１つまたは複数の添加剤を含むことができ、そ
れぞれトナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときにイメージ
成分が約３５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有するように、選択され一定
量存在する。さらに他の例では、発光性トナー組成物は、フォトルミネッセンス剤、ＣＣ
Ａ、および１つまたは複数の添加剤を含むことができ、それぞれトナー組成物が基材上に
イメージ成分を生成するように印刷されたときにイメージ成分が約４０以上のフォトルミ
ネッセンストナー安定係数を有するように、選択され一定量存在する。さらに他の例では
、発光性トナー組成物は、フォトルミネッセンス剤、ＣＣＡ、および１つまたは複数の添
加剤を含むことができ、それぞれトナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように
印刷されたときにイメージ成分が約４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有
するように、選択され一定量存在する。
【００９４】
　実験例
［実施例１］
例示的な発光性緑色トナー組成物
　以下の成分を含む例示的な安定している発光性トナー組成物を調製した。
スチレンアクリレート共重合体　　　　　　８０から９５ｗｔ．％
プロピレン／エチレン共重合体ワックス　　０．１から５ｗｔ．％
非晶質シリカ　　　　　　　　　　　　　　０．１から２ｗｔ．％
ＢＯＮＴＲＯＮ　Ｅ－８９　ＣＣＡ　　　　５ｗｔ．％
ＳＣ－４フォトルミネッセンス剤　　　　　４から８ｗｔ．％
　作製方法：ＣＣＡ、フォトルミネッセンス剤、スチレンアクリレート共重合体、および
他の添加剤を乾燥混合し、リボン混合した（互いに均一になるように分散された）。次い
で、開口を通してその結果物を押出成形機（継続的分散および熱による燃焼の防止のため
組成物を動かし続ける熱、圧力、オーガーを包含するデバイス）に送り、リボンを形成し
た。この押出成形は、約２５０℃、約１～４気圧で実行された。次いで、リボンをぶつ切
りにし、チッパーに送り込んだ。その結果得られたチップをジェット粉砕して分類した。
【００９５】
　［実施例２］
従来技術の発光性トナー組成物のキセノンアーク試験
　以下の成分を含む従来技術の発光性トナー組成物を調製した。
スチレンアクリレート共重合体　　　　　　８３から９８ｗｔ．％
プロピレン／エチレン共重合体ワックス　　０．１から５ｗｔ．％
非晶質シリカ　　　　　　　　　　　　　　０．１から２ｗｔ．％
ＢＯＮＴＲＯＮ　Ｅ－８４　ＣＣＡ　　　　５ｗｔ．％
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ＳＣ－４フォトルミネッセンス剤　　　　　３ｗｔ．％
　Ｏｋｉｄａｔａ　ＯＫＩ　Ｃ９６００プリンタを使用して、従来技術のトナー組成物を
７枚の１０．１６ｃｍ（４インチ）×７．６２ｃｍ（３インチ）のテズリン基材の印刷領
域に施した。７日間にわたって異なる時間の間７枚の基材のそれぞれをキセノンアークラ
ンプに曝し、その際に１枚の基材を１日の間露光し、次の基材を２日の間露光し、という
ように露光を行った。露光は、３４０ｎｍの制御点に設定された放射計（発光源の制御）
および昼光フィルタ（熱を除去する）を備える１８００ワット（Ｗ）のキセノンアークラ
ンプを有するＱ－ＰａｎｅｌモデルＱ－Ｓｕｎ　１０００を使用して行われた。強度は、
３４０ｎｍで０．３５Ｗ／ｍ２に設定され、その際にサンプルは光源から２５．４０ｃｍ
（１０インチ）離され、温度を５０℃とした。
【００９６】
　露光中、対照とするため、それぞれの基材の半分を露光から保護した。３５６ｎｍの励
起を用いるパーキンエルマーＬＳ５０Ｂ発光分光計を使用して、テズリン基材上の発光性
トナー組成物によって生成されるイメージ成分を分析し、対照の非露光部分と露光部分と
について可視スペクトル領域内の発光スペクトルを得た。
【００９７】
　図６は、７つのテズリン基材非露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１日
の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク６１０、およびフォトルミネッセン
ス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク６１５を含む。２日の発光
スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク６２０、およびフォトルミネッセンス剤に
よる発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク６２５を含む。３日の発光スペク
トルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク６３０、およびフォトルミネッセンス剤による発
光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク６３５を含む。４日の発光スペクトルは
、約５０４ｎｍの発光極大ピーク６４０、およびフォトルミネッセンス剤による発光に対
応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク６４５を含む。５日の発光スペクトルは、約５
０１ｎｍの発光極大ピーク６５０、およびフォトルミネッセンス剤による発光に対応しな
い約４６０ｎｍの他の主発光ピーク６５５を含む。６日の発光スペクトルは、約５０１ｎ
ｍの発光極大ピーク６６０、およびフォトルミネッセンス剤による発光に対応しない約４
６０ｎｍの他の主発光ピーク６６５を含む。７日の発光スペクトルは、約５０１ｎｍの発
光極大ピーク６７０、およびフォトルミネッセンス剤による発光に対応しない約４６０ｎ
ｍの他の主発光ピーク６７５を含む。露光の日数と矛盾しているように見えることがある
それぞれのサンプルの発光の強度の差は、いくつかのサンプルにわたるイメージ成分内の
トナー組成物の印刷密度の差によるものとしてよい。
【００９８】
　図７は、７つのテズリン基材露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１日の
発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光ピーク７１０および主発光ピーク６１５の代わり
の一組の低下したピーク７１５を含む。低下したピークは、フォトルミネッセンス剤によ
る発光に対応しない。２日の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光ピーク７２０および
主発光ピーク６２５の代わりの一組の低下したピーク７２５を含む。低下したピークは、
フォトルミネッセンス剤による発光に対応しない。３日から７日の発光スペクトルは、低
下したピーク７３０および７３５、７４０および７４５、７５０および７５５、７６０お
よび７６５、ならびに７７０および７７５をそれぞれ含む。
【００９９】
　以下の表２は、５０４．３ｎｍの発光に対するスペクトルデータの詳細をまとめたもの
であり、トナー組成物のターゲットフォトルミネッセンス剤の発光ピークに対するピーク
発光の波長を表す。この発光ピークに対するピーク発光がいくつかのサンプルにわたって
約５０４ｎｍから約５０１ｎｍに偏移することが観察された。また、非露光スペクトルは
、トナー組成物のフォトルミネッセンス剤の波長の発光に対応しない４６０ｎｍの第２の
ピークを含むことも観察された。露光スペクトルは、さらに、１日目から７日目までの発
光ピークのほぼ完全な低下およびさまざまな他の波長の発光の増大も示している。それに
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加えて、元の発光極大ピークを表すピークは５０４ｎｍから大きくずれた。したがって、
トナー組成物の色の安定性は、いくつかの用途では安定せず、時間が経過し、露光が進む
と著しく低下する。
【０１００】
【表２】

【０１０１】
　［実施例３］
実施例１による発光性トナー組成物のキセノンアーク試験
　実施例１の説明に従って例示的な発光性トナー組成物を調製し、Ｏｋｉｄａｔａ　ＯＫ
Ｉ　Ｃ９６００プリンタを使用して、７枚の１０．１６ｃｍ（４インチ）×７．６２ｃｍ
（３インチ）のテズリン基材の印刷領域に施した。７日間にわたって異なる時間の間７枚
の基材のそれぞれをキセノンアークランプに曝し、その際に１枚の基材を１日の間露光し
、次の基材を２日の間露光し、というように露光を行った。露光は、３４０ｎｍの制御点
に設定された放射計（発光源の制御）および昼光フィルタ（熱を除去する）を備える１８
００ワット（Ｗ）のキセノンアークランプを有するＱ－ＰａｎｅｌモデルＱ－Ｓｕｎ　１
０００を使用して行われた。強度は、３４０ｎｍで０．３５Ｗ／ｍ２に設定され、その際
にサンプルは光源から２５．４０ｃｍ（１０インチ）離され、温度を５０℃とした。
【０１０２】
　露光中、対照とするため、それぞれの基材の半分を露光から保護した。３５６ｎｍの励
起を用いるパーキンエルマーＬＳ５０Ｂ発光分光計を使用して、それぞれのテズリン基材
上の発光性トナー組成物によって生成されるイメージ成分を分析し、対照の非露光部分と
露光部分とについて可視スペクトル領域内の発光スペクトルを得た。図８は、７つのテズ
リン基材非露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１日の発光スペクトルは、
可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピー
ク８１０を示す。２日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピーク
がない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク８２０を示す。３日の発光スペクトルは、
可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピー
ク８３０を示す。４日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピーク
がない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク８４０を示す。５日の発光スペクトルは、
可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピー
ク８５０を示す。６日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピーク
がない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク８６０を示す。７日の発光スペクトルは、
可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピー
ク８７０を示す。これらの発光極大ピークのそれぞれは、ＳＣ－４フォトルミネッセンス
剤の発光の発光極大ピークに対応する。発光極大ピークの波長でのゼロ露光ではいくつか
のサンプルにわたる偏移はないことに留意されたい。露光の日数と矛盾しているように見
えることがあるそれぞれのサンプルの発光の強度の差は、いくつかのサンプルにわたるイ
メージ成分内のトナー組成物の印刷密度の差によるものとしてよい。
【０１０３】
　図９は、７つのテズリン基材露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１から
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７日の後の露光サンプルに対する発光スペクトルは、発光極大ピーク９１０、９２０、９
３０、９４０、９５０、９６０、９７０をそれぞれ例示している。１日目のサンプルを外
れ値データ点として取ると、発光極大ピークは、６および７日のマークまで強度のかなり
の程度を一貫して保持した。大きな強度の低下に加えて、５００ｎｍ未満の露光により発
光極大ピークが偏移した。時間が経過すると、小さな発光ピーク９２５、９３５、９４５
、９５５、９６５、９７５は、２日間の露光の後に従来技術のサンプルに比べて程度がか
なり小さいように見える。
【０１０４】
　以下の表３は、５０４．３ｎｍの発光に対するスペクトルデータの詳細をまとめたもの
であり、トナー組成物のターゲットフォトルミネッセンス剤の発光ピークに対するピーク
発光の波長を表す。
【０１０５】
【表３】

【０１０６】
　［実施例４］
従来技術のＱＵＶ試験
　Ｏｋｉｄａｔａ　ＯＫＩ　Ｃ９６００プリンタを使用して、上記の実施例２による従来
技術の発光性トナー組成物を７枚の１０．１６ｃｍ（４インチ）×７．６２ｃｍ（３イン
チ）のテズリン基材の印刷領域に施した。７日間にわたって異なる時間の間７枚の基材の
それぞれを実験室促進風化に曝し、その際に１枚の基材を１日の間露光し、次の基材を２
日の間露光し、というように露光を行った。８時間の光サイクル、４時間の凝縮サイクル
、７０℃±３℃の光サイクルおよび５０℃±３℃の凝縮サイクルのブラックパネル温度で
ランプタイプＵＶＢ－３１３を用いるＡｔｌａｓ　ＵＶＣＯＮ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ
　Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ　Ｃｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎ　Ｗｅａｔｈｅｒ　Ｄｅｖｉｃｅ
を使用して促進曝露を実施した。曝露標準ＡＳＴＭ　Ｇ　１４７－０２およびＡＳＴＭ　
Ｇ　１５４－０６を使用した。露光中、対照とするため、それぞれの基材の半分を露光か
ら保護した。３５６ｎｍの励起を用いるパーキンエルマーＬＳ５０Ｂ発光分光計を使用し
て、それぞれのテズリン基材上の発光性トナー組成物によって生成されるイメージ成分を
分析し、対照の非露光部分と露光部分とについて可視スペクトル領域内の発光スペクトル
を得た。図１０は、７つのテズリン基材非露光部分に対する発光スペクトルを例示してい
る。１日の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク１０１０、およびフォトル
ミネッセンス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０１５を含む
。２日の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク１０２０、およびフォトルミ
ネッセンス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０２５を含む。
３日の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク１０３０、およびフォトルミネ
ッセンス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０３５を含む。４
日の発光スペクトルは、約５０４ｎｍの発光極大ピーク１０４０、およびフォトルミネッ
センス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０４５を含む。５日
の発光スペクトルは、約５０１ｎｍの発光極大ピーク１０５０、およびフォトルミネッセ
ンス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０５５を含む。６日の
発光スペクトルは、約５０１ｎｍの発光極大ピーク１０６０、およびフォトルミネッセン
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ス剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０６５を含む。７日の発
光スペクトルは、約５０１ｎｍの発光極大ピーク１０７０、およびフォトルミネッセンス
剤による発光に対応しない約４６０ｎｍの他の主発光ピーク１０７５を含む。
【０１０７】
　それぞれのサンプルの発光の強度の差は、いくつかのサンプルにわたるイメージ成分内
のトナー組成物の印刷密度の差によるものとしてよい。いくつかのサンプルにわたって偏
移した発光極大ピークの波長は５００ｎｍ以下であることに留意されたい。
【０１０８】
　図１１は、７つのテズリン基材露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１日
から７日までの発光スペクトルはそれぞれ、露光前とそれぞれほぼ同じ領域内の発光ピー
ク１１１０、１１２０、１１３０、１１４０、１１５０、１１６０、１１７０を含む。し
かし、１日露光した後に、フォトルミネッセンス剤による発光ピークは、青色へ偏移し、
ほぼ完全に低下していることは明らかである。１から７日後のフォトルミネッセンス剤に
よらない発光ピーク１１１５、１１２５、１１３５、１１４５、１１５５、１１６５、１
１７５も、それぞれ、著しく低下した。しかし、ピーク１１１５、１１２５、１１３５、
１１４５、１１５５、１１６５、１１７５は、それぞれの実施例において、対応するピー
ク１１１０、１１２０、１１３０、１１４０、１１５０、１１６０、１１７０に関して比
較的大きい（つまり、主）ままである。
【０１０９】
　以下の表４は、５０４．３ｎｍの発光に対するスペクトルデータの詳細をまとめたもの
であり、トナー組成物のターゲットフォトルミネッセンス剤の発光ピークに対するピーク
発光の波長を表す。
【０１１０】
【表４】

【０１１１】
　［実施例５］
ＱＵＶ試験
　実施例１の説明に従って例示的な発光性トナー組成物を調製し、Ｏｋｉｄａｔａ　ＯＫ
Ｉ　Ｃ９６００プリンタを使用して、７枚の１０．１６ｃｍ（４インチ）×７．６２ｃｍ
（３インチ）のテズリン基材の印刷領域に施した。７日間にわたって異なる時間の間７枚
の基材のそれぞれをＱＵＶ露光に曝し、その際に１枚の基材を１日の間露光し、次の基材
を２日の間露光し、というように露光を行った。８時間の光サイクル、４時間の凝縮サイ
クル、７０℃±３℃の光サイクルおよび５０℃±３℃の凝縮サイクルのブラックパネル温
度でランプタイプＵＶＢ－３１３を用いるＡｔｌａｓ　ＵＶＣＯＮ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
ｎｔ　ＵｌｔｒａＶｉｏｌｅｔ　Ｃｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎ　Ｗｅａｔｈｅｒ　Ｄｅｖｉ
ｃｅを使用して促進曝露を実施した。曝露標準ＡＳＴＭ　Ｇ　１４７－０２およびＡＳＴ
Ｍ　Ｇ　１５４－０６を使用した。露光中、対照とするため、それぞれの基材の半分を露
光から保護した。３５６ｎｍの励起を用いるパーキンエルマーＬＳ５０Ｂ発光分光計を使
用して、テズリン基材上の発光性トナー組成物によって生成されるイメージ成分を分析し
、対照の非露光部分と露光部分とについて可視スペクトル領域内の発光スペクトルを得た
。図１２は、７つのテズリン基材非露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１
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日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎ
ｍの単一の発光極大ピーク１２１０を示す。２日の発光スペクトルは、可視スペクトル領
域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２２０を示す
。３日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０
４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２３０を示す。４日の発光スペクトルは、可視スペクト
ル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２４０を
示す。５日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない、約
５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２５０を示す。６日の発光スペクトルは、可視スペ
クトル領域内にさらに主発光ピークがない、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２６
０を示す。７日の発光スペクトルは、可視スペクトル領域内にさらに主発光ピークがない
、約５０４ｎｍの単一の発光極大ピーク１２７０を示す。これらの発光極大ピークのそれ
ぞれは、ＳＣ－４フォトルミネッセンス剤の発光の発光極大ピークに対応する。発光極大
ピークの波長でのゼロ露光ではいくつかのサンプルにわたる偏移はないことに留意された
い。それぞれのサンプルの発光の強度の差は、いくつかのサンプルにわたるイメージ成分
内のトナー組成物の印刷密度の差によるものとしてよい。
【０１１２】
　図１３は、７つのテズリン基材露光部分に対する発光スペクトルを例示している。１か
ら７日の発光スペクトルは、時間の経過とともに強度が低下する、発光極大ピーク１３１
０、１３２０、１３３０、１３４０、１３５０、１３６０、１３７０をそれぞれ例示して
いる。しかし、色純度は、発光極大ピークがフォトルミネッセンス剤に対する発光の波長
における強度を保持した状態で強いままであった。それに加えて、発光がさらに加わるこ
とで生じる相対的色歪みは、それぞれの実施例において比較的小さいままであった。
【０１１３】
　以下の表５は、５０４．３ｎｍの発光に対するスペクトルデータの詳細をまとめたもの
であり、トナー組成物のターゲットフォトルミネッセンス剤の発光ピークに対するピーク
発光の波長を表す。
【０１１４】
【表５】

【０１１５】
　［実施例７］
三次元スペクトル解析／単一ピーク
　Ｈｏｒｉｂａ　Ｆｌｕｏｒｏｍａｘ　４三次元スキャナーを使用して三次元発光スペク
トル解析を実施した。このようなスキャンを行うことで、エネルギーの測定された強度、
発光波長（単位ｎｍ）、励起エネルギー波長（単位ｎｍ）の間の関係をプロットするスペ
クトルが得られる。
【０１１６】
　図１４および１５は、ピレンに対する例示的な３Ｄスペクトルスキャンを示す。ピレン
のスキャンは、発光スペクトル内にオーバートーンとアーチファクトが存在しうることを
示すための指標として行った。蛍光による発光は、一定の励起波長を有するピークを発生
する。蛍光発光では、発光の波長は、励起エネルギーの波長が変化しても変化しない。図
１４は、細長い検出されたピークが約２７０ｎｍの発光から約４６０ｎｍの発光に伸長す
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図は、発光波長と励起波長との関係をプロットしたグラフである。細長いピークは、励起
波長が変化するときの発光波長の変化として示されている。
【０１１７】
　図１６から１９は、上の実施例２による従来技術のトナー組成物に対する例示的な３Ｄ
スペクトルスキャンを示している。図１６から１９は、フォトルミネッセンス剤ＳＣ－４
の発光に対応する発光極大に加えて、オーバートーンまたはアーチファクトではない少な
くとも３つの主発光ピークがあることを示している。
【０１１８】
　図２０から２２は、上の実施例１による例示的な組成物に対する例示的な３Ｄスペクト
ルスキャンを示している。３Ｄスペクトルスキャンは、主発光ピークが加わらない単一の
発光ピークを示す。単一発光ピークは、フォトルミネッセンス剤ＳＣ－４の発光に対応す
る。
【０１１９】
　［実施例８］
トナー組成物を含むＳＣ－４の２つの実施例に対するＰＴＦＳ解析
　従来技術のトナー組成物に関する実施例２および４において上で収集されたデータを使
用して、ＰＴＦＳを計算した。計算は以下のように行われた。
【０１２０】
　　ＰＴＳＦ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
　　式中、
　　ＡＬＦ－ＸＥ＝キセノンアーク露光の下でのサンプルの３日目から７日目までの蛍光
の平均損失。
【０１２１】
　　ＡＬＦ－ＱＵＶ＝ＱＵＶ露光の下でのサンプルの３日目から７日目までの蛍光の平均
損失。
　　ＣＰ（色純度）＝発光性スペクトル領域内の測定された主フォトルミネッセンスピー
クの数（注意：露光指数の前に取られる）
　　ＣＰ＝２のとき：（（１－０．７４）×０．８０／２）×１００＝１０．４
　　代替例では、ＣＰは、ピークを数えるために露光後に使用される時間に応じて３また
は４に取る。
【０１２２】
　　ＣＰ＝３のとき：（（１－０．７４）×０．８０／３）×１００＝６．９３
　　ＣＰ＝４のとき：（（１－０．７４）×０．８０／４）×１００＝５．２０
　実施例１により発光性トナー組成物について実施例３および５において上で収集された
データを使用して、ＰＴＦＳを計算した。計算は以下のように行われた。
【０１２３】
　　ＰＴＳＦ（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
　　ＣＰ＝１のとき：（（１－０．３８）×０．７８／１）×１００＝４８．４
　　その代わりに、色純度を含まない以下の式を使用して、観察されたＰＴＳＦを計算す
ることができる。
【０１２４】
　　ＰＴＳＦＯまたはＰＴＳＦＶ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ）×１００
　例示的な実施形態が上で開示されており、また付属の図面に例示されている。当業者で
あれば、本発明の精神および範囲から逸脱することなく本明細書に具体的に開示されてい
るものに対しさまざまな変更、省略、および追加を行うことができることを理解するであ
ろう。



(36) JP 2014-123143 A 2014.7.3

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(37) JP 2014-123143 A 2014.7.3

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(38) JP 2014-123143 A 2014.7.3

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１４】



(39) JP 2014-123143 A 2014.7.3

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】



(40) JP 2014-123143 A 2014.7.3

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するための発光性トナー組
成物であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波
長の中心にある、光を放射する再結晶化されたフォトルミネッセンス剤と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起エ
ネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセ
ンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する前記第１の発光スペクトル領域内の
主発光ピークのみを含むように、選択される発光性トナー組成物。
【請求項２】
　前記第１の発光スペクトル領域は、可視スペクトル領域、赤外線スペクトル領域、紫外
線スペクトル領域、およびこれらの任意の組合せからなる群から選択されたスペクトル領
域である請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の発光ピークは、単一主発光ピークのみを含む請求項１に記載のト
ナー組成物。
【請求項４】
　前記フォトルミネッセンス剤は、可視光を照射されたときに可視スペクトルの光を放射
しない請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項５】
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記イメージ成分
が反射性可視となるように、選択される請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項６】
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記イメージ成分
が反射性不可視となるように、選択される請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項７】
　前記フォトルミネッセンス剤は、ベンゾオキサゾールを含む請求項６に記載のトナー組
成物。
【請求項８】
　前記フォトルミネッセンス剤は、ベンゾチアゾールを含む請求項６に記載のトナー組成
物。
【請求項９】
　前記電荷制御剤は、電荷制御有効量だけ存在し、前記電荷制御有効量中の前記電荷制御
剤は、反射性不可視である請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１０】
　前記電荷制御剤は、可視光を照射されたときに可視スペクトル内の光を放射せず、前記
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第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領域内の光を放射し
ないカリックスアレーン化合物と、可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光
を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領
域内の光を放射しない修飾層状ケイ酸塩と、可視光を照射されたときに前記可視スペクト
ル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペ
クトル領域内の光を放射しない疎水性修飾金属酸化物とからなる群から選択された電荷制
御剤を含む請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１１】
　前記電荷制御剤は、可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、
前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射しないカ
リックスアレーン化合物を含む請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１２】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は２５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載の
トナー組成物。
【請求項１３】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項１に記載の
トナー組成物。
【請求項１４】
　基材上に、イメージインディシアを表す複数のイメージ成分を含むフルカラーの発光性
イメージを形成するためのシステムであって、
　複数のカラートナー組成物を備え、前記複数のカラートナー組成物のそれぞれは
　　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまた
は複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する
発光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　　電荷制御剤と、
　　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記ト
ナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起エ
ネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセ
ンス剤の前記１つまたは複数の主発光極大に対応する前記第１の発光スペクトル領域内の
主発光ピークのみを含むように、且つ、前記イメージ成分が２５以上のフォトルミネッセ
ンストナー安定係数を有するように、選択され、
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
　ＰＴＳＦ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
に従って計算され、
　ただし、ＰＴＳＦは、前記フォトルミネッセンストナー安定係数であり、ＡＬＦ－ＸＥ
は、前記イメージ成分が５０℃の温度で前記キセノンアーク露光から２５．４０ｃｍ（１
０インチ）離した、３４０ｎｍ、０．３５Ｗ／ｍ２の７日間キセノンアーク露光の３日目
から７日目までの前記イメージ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＡＬＦ－
ＱＵＶは、ＱＵＶ露光条件に前記イメージ成分を曝す３日目から７日目までの前記イメー
ジ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＣＰは、前記キセノンアーク露光およ
び前記ＱＵＶ露光の前に前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記イメージ成分
に対する発光スペクトルの望ましいスペクトル領域内の主発光ピークの数である、
システム。
【請求項１５】
　前記複数のイメージ成分は、人間の肉眼には茶色に見える発光スペクトルを生成するよ
うに前記基材上の前記発光性イメージの少なくとも一部において組合せ可能である請求項
１４に記載のシステム。
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【請求項１６】
　前記茶色は、（１５０，７５，０）のＲＧＢ色空間を有する請求項１５に記載のシステ
ム。
【請求項１７】
　前記茶色は、（１６４，８４，３０）のＲＧＢ色空間を有する請求項１５に記載のシス
テム。
【請求項１８】
　さらに、基材上に発光性黒色イメージ成分を生成するように印刷されたときに、前記第
１の励起エネルギーの照射に対する前記発光性黒色イメージ成分の発光スペクトルは前記
第１の発光スペクトル領域内に主発光ピークを含まない発光性黒色トナー組成物を含む請
求項１４に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記発光性黒色トナー組成物は、
　前記第１の励起エネルギーを照射されたときに、前記第１の励起エネルギーを吸収し、
前記第１の発光スペクトル領域内のエネルギーの放射を行わない発光性黒色物質と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含む請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記発光性黒色物質、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記発光性黒色
トナー組成物が基材上に発光性黒色イメージ成分を生成するように印刷されるときに前記
発光性黒色イメージ成分が反射性不可視となるように、選択され、前記発光性黒色トナー
組成物中に一定量存在する請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記発光性黒色トナー組成物は、
　前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第１の発光スペクトル領域内で実質
的に発光を有しない電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記発光性黒色トナー組成物は、発光性黒色物質または他の顔料を含まない請求項１８
に記載のシステム。
【請求項２２】
　基材上にフルカラーの発光性イメージを形成するためのシステムであって、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第１の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第１のフォ
トルミネッセンス剤および第１の発光性不可視電荷制御剤を有する第１のカラートナーと
、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第２の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第２のフォ
トルミネッセンス剤および第２の発光性不可視電荷制御剤を有する第２のカラートナーと
、
　可視光を照射されたときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、第３の不可視励起波
長の光を照射されたときに１つまたは複数の発光ピークを有する光を放射する第３のフォ
トルミネッセンス剤および第３の発光性不可視電荷制御剤を有する第３のカラートナーと
を備え、
　前記第１、第２、および第３のトナーはそれぞれ、前記基材上に印刷されるときに前記
フルカラーイメージのイメージ成分を生成し、前記第１の不可視励起波長の照射に対する
前記第１のトナーの前記イメージ成分に対応する前記発光スペクトルは前記第１のフォト
ルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピークのみを含み
、前記第２の不可視励起波長の照射に対する前記第２のトナーの前記イメージ成分に対応
する前記発光スペクトルは前記第１のフォトルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発
光ピークに対応する主発光ピークのみを含み、前記第３の不可視励起波長の照射に対する
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前記第３のトナーの前記イメージ成分に対応する前記発光スペクトルは前記第１のフォト
ルミネッセンス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する主発光ピークのみを含み
、
　前記イメージ成分が４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有し、
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
　ＰＴＳＦ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
に従って計算され、
　ただし、ＰＴＳＦは、前記フォトルミネッセンストナー安定係数であり、ＡＬＦ－ＸＥ
は、前記イメージ成分が５０℃の温度で前記キセノンアーク露光から２５．４０ｃｍ（１
０インチ）離した、３４０ｎｍ、０．３５Ｗ／ｍ２の７日間キセノンアーク露光の３日目
から７日目までの前記イメージ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＡＬＦ－
ＱＵＶは、ＱＵＶ露光条件に前記イメージ成分を曝す３日目から７日目までの前記イメー
ジ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＣＰは、前記キセノンアーク露光およ
び前記ＱＵＶ露光の前に前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記イメージ成分
に対する発光スペクトルの望ましいスペクトル領域内の主発光ピークの数である、
システム。
【請求項２３】
　前記第１、第２、および第３の不可視励起波長は、同じ波長である請求項２２に記載の
システム。
【請求項２４】
　認証、情報、または装飾のためにイメージインディシアで物品をマークする方法であっ
て、
　複数のカラートナー組成物を提供するステップであって、前記複数のカラートナー組成
物のそれぞれは
　　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまた
は複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光
波長の中心にある、光を放射する再結晶化されたフォトルミネッセンス剤と、
　　電荷制御剤と、
　　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は、前記
トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに前記第１の励起
エネルギーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッ
センス剤の前記１つまたは複数の発光ピークに対応する前記第１の発光スペクトル領域内
の主発光ピークのみを含むように、選択される、ステップと、
　基材上に前記イメージインディシアの少なくとも一部を構成する複数のイメージ成分を
印刷するステップとを含む方法。
【請求項２５】
　認証、情報、または装飾のためにイメージインディシアで物品をマークするために発光
性トナー組成物を生成する方法であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の主発光ピークを有し、前記１つまたは複数の主発光ピークのそれぞれが対応する発
光波長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤を選択するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤と化学的に親和性があり、可視光を照射されたときに前記
可視スペクトル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記第
１の発光スペクトル領域内の光を放射しない電荷制御剤を選択するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤および前記電荷制御剤と親和性があり、可視光を照射され
たときに前記可視スペクトル内の光を放射せず、前記第１の励起エネルギーを照射された
ときに前記第１の発光スペクトル領域内の光を放射しない１つまたは複数の添加剤を選択
するステップと、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤を組み合わ
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せて、基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記第１の励起エネルギ
ーの照射に対する前記イメージ成分の前記発光スペクトルが前記フォトルミネッセンス剤
の前記１つまたは複数の主発光ピークに対応する主発光ピークのみを含むような発光性ト
ナー組成物を形成するステップとを含む方法。
【請求項２６】
　基材上のイメージインディシアの発光性イメージ成分を生成するための発光性トナー組
成物であって、
　第１の励起エネルギーを照射されたときに、第１の発光スペクトル領域内に１つまたは
複数の発光ピークを有し、前記１つまたは複数の発光ピークのそれぞれが対応する発光波
長の中心にある、光を放射するフォトルミネッセンス剤と、
　電荷制御剤と、
　１つまたは複数の添加剤とを含み、
　前記フォトルミネッセンス剤、電荷制御剤、および１つまたは複数の添加剤は前記トナ
ー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されたときに前記イメージ成分が
２５以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有するように、選択され、
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
　ＰＴＳＦ＝（（１－ＡＬＦ－ＸＥ）×ＡＬＦ－ＱＵＶ／ＣＰ）×１００
に従って計算され、
　ただし、ＰＴＳＦは、前記フォトルミネッセンストナー安定係数であり、ＡＬＦ－ＸＥ
は、前記イメージ成分が５０℃の温度で前記キセノンアーク露光から２５．４０ｃｍ（１
０インチ）離した、３４０ｎｍ、０．３５Ｗ／ｍ２の７日間キセノンアーク露光の３日目
から７日目までの前記イメージ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＡＬＦ－
ＱＵＶは、ＱＵＶ露光条件に前記イメージ成分を曝す３日目から７日目までの前記イメー
ジ成分のフォトルミネッセンスの平均損失であり、ＣＰは、前記キセノンアーク露光およ
び前記ＱＵＶ露光の前に前記第１の励起エネルギーを照射されたときに前記イメージ成分
に対する発光スペクトルの望ましいスペクトル領域内の主発光ピークの数である、
発光性トナー組成物。
【請求項２７】
　前記トナー組成物が基材上にイメージ成分を生成するように印刷されるときに、前記イ
メージ成分は４８以上のフォトルミネッセンストナー安定係数を有する請求項２６に記載
のトナー組成物。
【請求項２８】
　前記フォトルミネッセンストナー安定係数は、式
【数１】

に従って計算される請求項２６に記載のトナー組成物。
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